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 竹田市の
　市花・市木・市鳥
　　　　　　　 　が決まりました!

 【
選
定
ま
で
の
経
過
】

　

平
成
18
年
２
月
１
日
か
ら
２
月

28
日
に
か
け
て
市
花
・
市
木
・
市

鳥
を
募
集
し
た
結
果
、
市
花
に
つ

い
て
は
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
、
シ
ラ

ユ
リ
、
サ
フ
ラ
ン
、
サ
ク
ラ
、
コ

ス
モ
ス
等
２
５
０
件
35
種
、
市
木

に
つ
い
て
は
マ
ツ
、
サ
ク
ラ
、
カ

ボ
ス
、
モ
ミ
ジ
、
竹
等
２
３
９
件

34
種
、
市
鳥
に
つ
い
て
は
ウ
グ
イ

ス
、
カ
ワ
セ
ミ
、
メ
ジ
ロ
、
イ
ヌ

ワ
シ
、
ツ
バ
メ
等
１
９
４
件
38
種

の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
名
称
の
中
か

ら
３
月
14
日
に
開
催
し
た
竹
田
市

「
市
花
」
等
選
定
委
員
会
（
委
員

長
牧
剛
尓
竹
田
市
長
ほ
か
24
人
）

で
、
新
「
竹
田
市
」
の
イ
メ
ー
ジ

に
ふ
さ
わ
し
い
市
花
「
み
や
ま
き

り
し
ま
」・
市
木
「
も
み
じ
」・
市

鳥
「
う
ぐ
い
す
」
を
選
定
し
ま
し

た
。
市
民
に
親
し
み
や
す
く
、
竹

田
ら
し
い
や
さ
し
さ
を
表
す
た

め
、
表
記
に
つ
い
て
は
ひ
ら
が
な

と
し
て
い
ま
す
。

　

制
定
日
は
平
成
18
年
４
月
１
日

で
す
。

　

今
後
、
市
花
・
市
木
・
市
鳥
を

竹
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
広
く

普
及
し
、
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 市花「みやまきりしま」
　「ミヤマキリシマ」（ツツジ科・半常緑低木）
は九州山頂帯固有の高山植物で花期は 6月です。
「阿蘇くじゅう国立公園」に分布し、大船山の群
落は国の天然記念物に指定されています。その
景観のすばらしさは竹田市が世界に誇る自然の
宝です。

 市鳥「うぐいす」
　「ウグイス」（スズメ目・ウグイス科）は、竹
田市内に数多く生息し、鳴き始める季節が早春
であることから「春告鳥（ハルツゲドリ）」の別
名があります。その美しい鳴き声は多くの市民
に親しまれ、自然豊かな竹田市のイメージにふ
さわしい鳥です。

 市木「もみじ」
　「モミジ」（カエデ科・落葉高木）は市内全域
に分布し、清流大野川の源流域にある「白水の滝」
周辺や、「岡城跡」をはじめ市内の公園や神社仏
閣に自生しており、多くの市民に親しまれてい
ます。
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（単位：万円）

新市発足2年目の一般会計予算総額は173億1,657万円です。
　昨年の 4月 1日に新竹田市が誕生し、早くも 1年が経過いたしました。平成 17年度の予算は基本的に
は 1市 3町の持ち寄り予算であったことから、実質的には平成 18年度当初予算が新竹田市本来の予算で
あると言えます。 
　平成18年度当初予算は、限りある財源の中で、事務事業の見直しと併せて効率的な財政運営を図るため、
「新市建設計画」を基調とした「新竹田市総合計画」における “まちづくりの基本方針” に沿った事業を
取捨選択し、予算編成を行いました。
　平成 18年度竹田市議会第 1回（3月）定例会で可決されましたので、その内容をご紹介します。

平成18年度一般会計当初予算

【歳入】 【目的別歳出】

注）平成 17年度当初予算額の歳入・歳出合計額については、市町合併に伴う過年度予算額を除いているため、同額とならない。

費　　目 H18 年度
当初予算額（円）

H17 年度
当初予算額（円）

対前年度
増減額（円）

市 税 18億 3,972 万 18 億 6,614 万 ▲ 2,642 万
地方譲与税 5億　300 万 4億 3,500 万 6,800 万
地方消費税交付金 2億 7,000 万 2億 5,000 万 2,000 万
地方交付税 73億　－　万 74億 4,333 万 ▲ 1億 4,333 万
分担金及び負担金 3億 7,918 万 3億 8,099 万 ▲ 181 万
使用料及び手数料 2億 2,366 万 2億 3,640 万 ▲ 1,274 万
国庫支出金 9億 6,759 万 11 億 8,618 万 ▲ 2億 1,859 万
県 支 出 金 16億 4,049 万 16 億 7,866 万 ▲ 3,817 万
繰 入 金 15億 2,856 万 11 億　510 万 4億 2,346 万
諸 収 入 3億 2,761 万 3億 2,186 万 575 万
市 債 21億 3,470 万 16 億 1,850 万 5億 1,620 万
そ の 他 2億　206 万 2億 2,942 万 ▲ 2,736 万

　合　　計　 173 億 1,657 万 167 億 5,158 万 5億 6,499 万

費　　目 H18 年度
当初予算額（円）

H17 年度
当初予算額（円）

対前年度
増減額（円）

議 会 費 2億 2,921 万 2億　257 万 2,664 万
総 務 費 24億　586 万 24 億 8,412 万 ▲ 7,826 万
民 生 費 34億 3,759 万 36 億 5,747 万 ▲ 2億 1,988 万
衛 生 費 10億 1,747 万 10 億 1,438 万 309 万
労 働 費 965万 950 万 15 万
農林水産業費 31億 7,009 万 22 億 7,585 万 8億 9,424 万
商 工 費 2億 9,356 万 3億 4,620 万 ▲ 5,264 万
土 木 費 10億 7,944 万 11 億 1,277 万 ▲ 3,333 万
消 防 費 8億　772 万 7億 9,048 万 1,724 万
教 育 費 15億 1,643 万 19 億 1,288 万 ▲ 3億 9,645 万
災害復旧費 4億 3,330 万 6億 9,678 万 ▲ 2億 6,348 万
公 債 費 28億 9,625 万 29 億 7,024 万 ▲ 7,399 万
諸 支 出 金 －　　　 36万 ▲ 36万
予 備 費 2,000 万 3,000 万 ▲ 1,000 万
　合　　計　 173 億 1,657 万 175 億　360 万 ▲ 1億 8,703 万
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公債費
289,625
16.7％

総務費
240,586
13.9％

総務費
240,586
13.9％

教育費
151,643
8.8％

教育費
151,643
8.8％

土木費
107,944
6.2％

衛生費
101,747
5.9％

消防費
80,772
4.7％

災害復旧費
43,330
2.5％

商工費
29,356
1.7％

議会費
22,921
1.3％

予備費
2,000
0.1％

労働費
965
0.0％

民生費
343,759
19.9％

農林
水産業費
317,009
18.3％

【特別会計】

費　　目 H18 年度
当初予算額（円）

H17 年度
当初予算額（円）

対前年度
増減額（円）

国民健康保険 29億 2,026 万 28 億 8,478 万 3,548 万
老 人 保 健 56億　269 万 54 億 3,486 万 1億 6,783 万
簡易水道事業 2億　979 万 2億 7,295 万 ▲ 6,316 万
介 護 保 険 30億 8,737 万 30 億 1,707 万 7,030 万
農業集落排水事業 1億 5,187 万 1億 3,288 万 1,899 万
浄化槽整備促進事業 2億 4,090 万 3億　689 万 ▲ 6,599 万
国民宿舎久住高原荘事業 4 億 2,619 万 5億 2,270 万 ▲ 9,651 万
国民宿舎直入荘事業 1億　467 万 1億　385 万 82 万
同和対策事業 250万 435 万 ▲ 185 万
畜産開発事業 1,729 万 1,750 万 ▲ 21万
長湯観光温泉施設等 7,121 万 7,445 万 ▲ 324 万
竹田温泉施設花水月 7.505 万 －　　　 7,505 万

　特別会計は、一般会計と区別し、特定の歳入歳
出を処理するための会計です。平成 17 年度（合
併当初）は 11 の特別会計でしたが、本年度から
竹田温泉「花水月」が特別会計となり、12の特別
会計となりました。
　竹田温泉「花水月」はこれまで第 3セクター方
式で運営をしていましたが、特別会計として直営
化することで経営改善を図ります。

【水道事業会計】

費　　目 H18 年度
当初予算額（円）

H17 年度
当初予算額（円）

対前年度
増減額（円）

収益的収入 2億　594 万 2億　719 万 ▲ 125 万
収益的支出 1億 9,317 万 2億　　56万 ▲ 739 万
資本的収入 379万 571 万 ▲ 192 万
資本的支出 8,579 万 7,926 万 653 万

　竹田市の水道事業は、地方公営企業法に基づい
た独立採算の公営企業で、竹田地域において運営
されています。

【※ 1】
　「収益的収入」及び「支出」は、水道事業の経営活動に
伴い発生する費用で、収入の主なものは水道料金、支出
は水道水を供給するために要した費用です。
【※ 2】
　「資本的収入」及び「支出」は、水道事業の将来の経営
活動に備えて行う建設改良等に要する経費で、収入の主
なものは工事負担金、支出は建設改良費や企業債の償還
金などです。

※平成 17年度当初予算額には、過年度分を含んでいない。

※平成 17年度当初予算額には、過年度分を含んでいない。
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「自然・歴史・文化を育む名水名湯田園観光都市」
の実現に向けた本年度の新規・重点主要事業

新竹田市総合計画
まちづくりの基本方針 ハ　ー　ド　事　業 事業費（円） ソ　フ　ト　事　業 事業費（円）

Ⅰ．自然と共生した
　　住みやすい里づくり

ブロードバンド整備促進補助事業
CATV 事業計画策定委託事業
市道改良舗装事業（11路線）
歴史の道整備事業 ( 史跡等環境保存事業 )
竹田市文化会館周辺整備事業
JR 豊後竹田駅駐輪場設置事業
街なみ環境整備事業
公営住宅整備事業
浄化槽市町村整備推進事業

60万
523 万

2億 9,580 万
2,210 万
500 万
822 万
7,863 万
1,136 万

1億 6,380 万

路線バス運行委託事業
路線バス維持補助事業
デジタル地番図作成事業
ごみ定期収集委託事業（週 1回を週 2回へ）
AED機器（自動体外式除細動器）整備事業
国民保護計画策定委託事業
木造住宅耐震化促進事業補助事業

730 万
600 万
2,390 万
9,158 万
34 万
210 万
40 万

Ⅱ．未来を担う
　　心豊かな人づくり

南部小学校プール建設事業
竹田中学校施設整備事業
国体ソフトボール会場施設整備事業
竹田市文化会館施設整備事業
史跡岡城跡保存整備事業
学校給食共同調理場建設事業

9,678 万
550 万
3,050 万
1,218 万
5,010 万
2,250 万

市誌編纂事業
大分国体推進・竹田市実行委員会補助事業
大分国体推進・全日本総合ソフトボール大会開催補助事業
小学校臨時講師配置事業（複式学級解消事業）
小学校図書司書配置事業
中学校図書司書配置事業
第60回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール記念事業
図書館施設充実事業（図書整備）

1,818 万
280 万
100 万
700 万
436 万
436 万
179 万
475 万

Ⅲ．安らぎと安心に満ちた
　　支えあうくらしづくり

在宅高齢者住宅改造助成事業
在宅重度障害者住宅整備補助事業
保育所施設整備事業
飲用水改善補助事業

760 万
400 万
100 万
60 万

在宅介護支援センター運営事業委託事業
障害者計画策定事業
小児科設置補助事業
健康づくり計画策定事業
予防接種事業
不妊治療費補助事業
1歳 6か月児・3歳児健康診査委託事業
乳児医療費助成金（市単独上乗せ補助 3歳～ 6歳）

1,084 万
66 万

1,500 万
286 万
1,770 万
80 万
38 万
756 万

Ⅳ．自然の恵みを活かし
　　結び合うまちづくり

乾燥調整貯蔵施設整備事業
県単林道網掛線整備事業
県営土地改良事業負担金（農道）
中山間地域総合整備事業

3億 2,925 万
3,800 万
2,250 万

1億　875 万

出産祝金（1・2子：20千円、3子以降：50千円）
定住・空き家対策事業
農地利用集積促進対策補助事業
市単認定農業者耕作地拡大支援補助事業
農地・水・農村環境保全向上活動支援実験補助事業
プラム増殖補助事業
優良雌牛保留補助事業
緑資源機構営総合整備事業負担金繰上償還
椎茸種駒購入費助成事業
ツーリズム協会補助事業

335 万
51 万
900 万
63 万
66 万
90 万
500 万

6億 3,735 万
323 万
2,976 万

Ⅴ．公民協働による
　　ふれあう地域づくり

コミュニティーセンター建設補助事業 830 万 元気づくり支援補助事業
新市発足１周年記念補助事業
土地改良区総代選挙費（城原改良区・柏原改良区）
県知事・県議会議員選挙費
人権教育・啓発基本計画策定事業

450 万
150 万
61 万

1,252 万
30 万

竹田市総合計画基本理念
　●地域連携による人・地域社会の育成
　●地域特性を活かした便利で快適な生活環境の形成
　●地域ブランドの創出による活力の強化
　●広域的観光ゾーンの形成と交通網体系の充実
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平成18年度　竹田市組織機構図

市　　長 助　　役 総 務 企 画 部

市 民 福 祉 部

産 業 建 設 部

荻 総 合 支 所

久住総合支所

直入総合支所

総　　　務　　　課　　　　　総務係　秘書広聴係　消防交通係　職員係
　　行政改革推進室　　　　　　　行政改革推進担当
企　画　情　報　課　　　　　企画調整係　まちづくり・情報化推進係
　　竹田温泉「花水月」
財　　　政　　　課　　　　　財政係　管財係
税　　　務　　　課　　　　　管理係　課税係　資産係
国　体　推　進　室　　　　　国体推進係

市　　　民　　　課　　　　　市民係　年金係
保　　　険　　　課　　　　　国保・老人医療係　介護保険係
健　康　増　進　課　　　　　管理係　健康増進係
環　境　衛　生　課　　　　　環境衛生係　衛生施設係　清掃施設係
　　清掃センター
　　衛生センター
　　浄光園

人権・同和対策室　　　　　人権・同和対策係
福　祉　事　務　所　　　　　管理係　福祉係　生活保護係　子育て支援係　　　　　
　　養護老人ホーム南山荘　　管理係　生活指導係
　　竹田保育所
　　荻保育所
　　柏原保育所
　　都野保育所
　　白丹保育所
　　久住保育所（社協委託）

農　林　畜　産　課　　　　　庶務係　営農係　畜産係　農業振興係
　　　　　　　　　　　　　　林業振興係
　　竹田市畜産センター
　　荻堆肥センター
耕　　　地　　　課　　　　　庶務係　工務係　地籍調査係
　　　　　　　　　　　　　　大野川上流開発係
商　工　観　光　課　　　　　商工観光係
　　竹田市野外活動施設
　　瀧廉太郎記念館
建　　　設　　　課　　　　　企画調整担当　庶務係　道路管理係
　　　　　　　　　　　　　　道路河川係　ダム・高規格対策係
　　　　　　　　　　　　　　都市計画係　生活排水係　建築係

地　域　振　興　課　　　　　地域振興担当
市　民　生　活　課　　　　　市民担当　環境衛生担当　保険担当　保健担当
　　　　　　　　　　　　　　福祉担当　健康増進担当　税務担当
産　　　業　　　課　　　　　商工観光担当　農業振興担当　林業振興担当
　　　　　　　　　　　　　　畜産担当
建　　　設　　　課　　　　　耕地・森林土木担当　地籍調査担当
　　　　　　　　　　　　　　土木担当　住宅庶務担当　上下水道担当

地　域　振　興　課　　　　　地域振興担当
市　民　生　活　課　　　　　市民担当　環境衛生担当　保険担当　保健担当
　　　　　　　　　　　　　　福祉担当　健康増進担当　税務担当
産　　　業　　　課　　　　　農業振興担当　林業振興担当
商　工　観　光　課　　　　　商工観光担当　国民宿舎久住高原荘　久住さやか
建　　　設　　　課　　　　　耕地・森林土木担当　地籍調査担当　土木担当
　　　　　　　　　　　　　　住宅庶務担当　上下水道担当

地　域　振　興　課　　　　　地域振興担当
市　民　生　活　課　　　　　市民担当　環境衛生担当　保険担当　保健担当
　　　　　　　　　　　　　　福祉担当　健康増進担当　税務担当
産　　　業　　　課　　　　　農業振興担当　林業振興担当
商　工　観　光　課　　　　　商工観光担当
　　長湯温泉療養文化館「御前湯」
　　国民宿舎直入荘
建　　　設　　　課　　　　　耕地・森林土木担当　地籍調査担当　土木担当
　　　　　　　　　　　　　　住宅庶務担当　上下水道担当

会　　　計　　　課　　　　　会計係
　　荻 　 分 　 室　　　　　　会計担当
　　久　住　分　室　　　　　　会計担当
　　直　入　分　室　　　　　　会計担当

教 育 長　　　　教　育　次　長 総　　　務　　　課　　　　　総務係　施設管理係
　学校教育指導室　　　　　教育係
　　　幼　　稚　　園
　　　小　　学　　校
　　　中　　学　　校
生　涯　学　習　課　　　　　生涯学習係　社会体育係
文 　 化 　 財 　 課　　　　　文化財管理係　文化財係
　　文化財管理センター
中　央　公　民　館　　　　　公民館係
　　佐藤義美記念館
　　分　　　　　館　　　　　竹田分館・岡本分館・明治分館・豊岡分館
　　　　　　　　　　　　　　玉来分館・松本分館・入田分館・嫗岳分館
　　　　　　　　　　　　　　宮砥分館・菅生分館・宮城分館・城原地区館
　　荻中央公民館　　　　　　柏原公民館
　　久住中央公民館　　　　　都野公民館　白丹公民館
　　直入中央公民館
竹田学校給食共同調理場　　　　　管理係
図　　　書　　　館
文 　 化 　 会 　 館
歴　史　資　料　館
荻 　 教 　 育 　 課　　　　　生涯学習担当　公民館・図書担当　社会体育担当
　　荻学校給食共同調理場　　　　管理担当
　　荻みらい館
久　住　教　育　課　　　　　生涯学習担当　公民館・図書担当　社会体育担当
　　久住学校給食共同調理場　　　管理担当
直　入　教　育　課　　　　　生涯学習担当　公民館・図書担当　社会体育担当
　　直入学校給食共同調理場　　　管理担当
　　B&G直入海洋センター

市 議 会　　　　事　務　局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務係　議事係

選挙管理委員会

農業委員会

監査委員
固定資産評価審査委員会
公平委員会
竹田市水道事業

事　　務　　局　　　選挙係
　　荻　支　局　　　　選挙担当
　　久 住 支 局　　　　選挙担当
　　直 入 支 局　　　　選挙担当
事　　務　　局　　　管理係　農地係
　　荻　支　局　　　　農地担当
　　久 住 支 局　　　　農地担当
　　直 入 支 局　　　　農地担当
事　　務　　局　　　庶務係
事　　務　　局
事　　務　　局
水　　道　　課　　　庶務係　工務係

消　防　本　部

庶 務 課　　　庶務係　経理係

警 防 課　　　消防係　救急係　救助係
　　　　　　　調査係　装備係　通信係

予 防 課　　　予防係　危険物係　　　

本　　署　　　消防係　救急係　救助係
　　　　　　　調査係　装備係　通信係

久住分署　　　消防係　救急係　調査係
緒方分署　　　消防係　救急係　調査係

消 防 署
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市　　長 助　　役 総 務 企 画 部

市 民 福 祉 部

産 業 建 設 部

荻 総 合 支 所

久住総合支所

直入総合支所

総　　　務　　　課　　　　　総務係　秘書広聴係　消防交通係　職員係
　　行政改革推進室　　　　　　　行政改革推進担当
企　画　情　報　課　　　　　企画調整係　まちづくり・情報化推進係
　　竹田温泉「花水月」
財　　　政　　　課　　　　　財政係　管財係
税　　　務　　　課　　　　　管理係　課税係　資産係
国　体　推　進　室　　　　　国体推進係

市　　　民　　　課　　　　　市民係　年金係
保　　　険　　　課　　　　　国保・老人医療係　介護保険係
健　康　増　進　課　　　　　管理係　健康増進係
環　境　衛　生　課　　　　　環境衛生係　衛生施設係　清掃施設係
　　清掃センター
　　衛生センター
　　浄光園

人権・同和対策室　　　　　人権・同和対策係
福　祉　事　務　所　　　　　管理係　福祉係　生活保護係　子育て支援係　　　　　
　　養護老人ホーム南山荘　　管理係　生活指導係
　　竹田保育所
　　荻保育所
　　柏原保育所
　　都野保育所
　　白丹保育所
　　久住保育所（社協委託）

農　林　畜　産　課　　　　　庶務係　営農係　畜産係　農業振興係
　　　　　　　　　　　　　　林業振興係
　　竹田市畜産センター
　　荻堆肥センター
耕　　　地　　　課　　　　　庶務係　工務係　地籍調査係
　　　　　　　　　　　　　　大野川上流開発係
商　工　観　光　課　　　　　商工観光係
　　竹田市野外活動施設
　　瀧廉太郎記念館
建　　　設　　　課　　　　　企画調整担当　庶務係　道路管理係
　　　　　　　　　　　　　　道路河川係　ダム・高規格対策係
　　　　　　　　　　　　　　都市計画係　生活排水係　建築係

地　域　振　興　課　　　　　地域振興担当
市　民　生　活　課　　　　　市民担当　環境衛生担当　保険担当　保健担当
　　　　　　　　　　　　　　福祉担当　健康増進担当　税務担当
産　　　業　　　課　　　　　商工観光担当　農業振興担当　林業振興担当
　　　　　　　　　　　　　　畜産担当
建　　　設　　　課　　　　　耕地・森林土木担当　地籍調査担当
　　　　　　　　　　　　　　土木担当　住宅庶務担当　上下水道担当

地　域　振　興　課　　　　　地域振興担当
市　民　生　活　課　　　　　市民担当　環境衛生担当　保険担当　保健担当
　　　　　　　　　　　　　　福祉担当　健康増進担当　税務担当
産　　　業　　　課　　　　　農業振興担当　林業振興担当
商　工　観　光　課　　　　　商工観光担当　国民宿舎久住高原荘　久住さやか
建　　　設　　　課　　　　　耕地・森林土木担当　地籍調査担当　土木担当
　　　　　　　　　　　　　　住宅庶務担当　上下水道担当

地　域　振　興　課　　　　　地域振興担当
市　民　生　活　課　　　　　市民担当　環境衛生担当　保険担当　保健担当
　　　　　　　　　　　　　　福祉担当　健康増進担当　税務担当
産　　　業　　　課　　　　　農業振興担当　林業振興担当
商　工　観　光　課　　　　　商工観光担当
　　長湯温泉療養文化館「御前湯」
　　国民宿舎直入荘
建　　　設　　　課　　　　　耕地・森林土木担当　地籍調査担当　土木担当
　　　　　　　　　　　　　　住宅庶務担当　上下水道担当

会　　　計　　　課　　　　　会計係
　　荻 　 分 　 室　　　　　　会計担当
　　久　住　分　室　　　　　　会計担当
　　直　入　分　室　　　　　　会計担当
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補
佐
兼
白
丹
保
育

所
長
（
久
住
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
長
補
佐

兼
白
丹
保
育
所
長
）
佐
藤
美
紀
▽
養
護
老
人

ホ
ー
ム
南
山
荘
次
長
兼
管
理
係
長
（
環
境
衛

生
課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長
）
黒
田
英
一

▽
農
林
畜
産
課
長
補
佐
兼
営
農
係
長
（
教
育

委
員
会
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
学
校

教
育
課
長
補
佐
兼
教
育
係
長
）
峯
田
昌
勝
▽

農
林
畜
産
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
（
直

入
教
育
課
長
補
佐
）
大
久
保
教
義
▽
農
林
畜

産
課
長
補
佐
兼
林
業
振
興
係
長
（
久
住
総
合

支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
）
下
藤
由
典
▽
竹

田
市
畜
産
セ
ン
タ
ー
振
興
課
長
補
佐
（
農
林

畜
産
課
長
補
佐
兼
営
農
係
長
）
菊
池
仁
志
▽

耕
地
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
（
直
入
総
合
支

所
建
設
課
長
補
佐
）
秦
博
典
▽
耕
地
課
長
補

佐
兼
地
籍
調
査
係
長
（
水
道
課
長
補
佐
兼
庶

務
係
長
）
大
塚
俊
裕
▽
耕
地
課
長
補
佐
兼
大

野
川
上
流
開
発
係
長
（
建
設
課
長
補
佐
・
企

画
調
整
担
当
）
工
藤
三
郎
▽
商
工
観
光
課
長

補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
（
直
入
総
合
支
所
市

民
生
活
課
長
補
佐
）
林
寿
徳
▽
建
設
課
長
補

佐
兼
道
路
河
川
係
長
（
荻
総
合
支
所
建
設
課

長
補
佐
）
佐
藤
孝
幸
▽
荻
総
合
支
所
市
民
生

活
課
長
補
佐
（
荻
総
合
支
所
税
務
課
長
補
佐
）

後
藤
正
子
▽
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補

佐
（
荻
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
長
補
佐
）
後

藤
俊
治
▽
荻
総
合
支
所
建
設
課
長
補
佐
（
耕

地
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
）
工
藤
義
彦
▽
久

住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
（
久
住
総

合
支
所
税
務
課
長
補
佐
）
楢
木
野
康
雄
▽
久

住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
（
久
住
総

合
支
所
保
健
福
祉
課
長
補
佐
）
井
誠
一
郎
▽

直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
（
直
入

総
合
支
所
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
国
民
宿
舎

直
入
荘
支
配
人
）
津
島
一
登
▽
直
入
総
合
支

所
市
民
生
活
課
長
補
佐
（
直
入
総
合
支
所
保

健
福
祉
課
長
補
佐
）
近
藤
寿
民
▽
直
入
総
合

支
所
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
国
民
宿
舎
直
入

荘
支
配
人
（
久
住
畜
産
セ
ン
タ
ー
振
興
課
長

補
佐
）
渡
辺
英
治
▽
直
入
総
合
支
所
建
設
課

長
補
佐
（
耕
地
課
長
補
佐
兼
大
野
川
上
流
開

発
係
長
）
菊
池
二
郎
▽
教
育
委
員
会
総
務
課

長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
学
校
教
育
指
導
室
長

補
佐
兼
教
育
係
長
（
総
務
企
画
部
総
務
課
長

補
佐
兼
総
務
係
長
）
阿
南
茂
▽
中
央
公
民
館

次
長
兼
文
化
会
館
次
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼

管
理
係
長
）
小
倉
邦
敏
▽
直
入
教
育
課
長
補

佐
（
直
入
総
合
支
所
税
務
課
長
補
佐
）
松
尾

芳
文
▽
水
道
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
保
険

課
長
補
佐
兼
保
険
係
長
）
藤
原
誠
一

■
係　

長

▽
総
務
課
消
防
交
通
係
長
（
水
道
課
副
主
幹
）

菊
池
博
文
▽
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情

報
化
推
進
係
長
（
総
務
課
消
防
交
通
係
長
）

後
藤
新
一
▽
税
務
課
課
税
係
長
（
健
康
増
進

課
管
理
係
長
）
上
野
寿
雄
▽
国
体
推
進
室
国

体
推
進
係
長
（
国
体
準
備
室
国
体
準
備
係
長
）

工
藤
英
信
▽
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

長
（
福
祉
事
務
所
児
童
福
祉
係
長
）
大
塚
斎

昭
▽
福
祉
事
務
所
福
祉
係
長
（
福
祉
事
務
所

高
齢
者
福
祉
係
長
）
志
賀
良
雄
▽
竹
田
市
畜
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産
セ
ン
タ
ー
振
興
課
係
長
（
直
入
畜
産
セ
ン

タ
ー
係
長
）
古
荘
弘
幸
▽
荻
総
合
支
所
建
設

課
係
長
（
農
林
畜
産
課
林
業
振
興
係
長
）
橘

伸
一
▽
中
央
公
民
館
公
民
館
係
長
（
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
選
挙
係
長
）
野
田
道
人
▽

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
選
挙
係
長
（
農
業

委
員
会
事
務
局
管
理
係
長
）
小
大
塚
実
▽
農

業
委
員
会
事
務
局
管
理
係
長
（
税
務
課
課
税

係
長
）
工
藤
寛
治

■
一　

般

▽
企
画
情
報
課
（
久
住
総
合
支
所
税
務
課

兼
会
計
課
久
住
分
室
）
山
口
浩
輔
▽
財
政
課

（
保
険
課
）
大
窪
孝
幸
▽
税
務
課
（
福
祉
事

務
所
）
上
田
哲
士
▽
税
務
課
（
財
政
課
）
大

神
正
己
▽
税
務
課
（
荻
総
合
支
所
市
民
生
活

課
）
藤
原
み
ど
り
▽
税
務
課
（
保
険
課
）
久

保
芳
久
▽
国
体
推
進
室
（
久
住
教
育
課
）
足

達
崇
徳
▽
国
体
推
進
室
（
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
兼
国
体
準
備
室
）
藤
島
勲
▽
国
体
推

進
室
（
生
涯
学
習
課
）
丸
小
野
真
紀
▽
市
民

課
（
税
務
課
）
山
崎
竜
介
▽
保
険
課
（
直
入

総
合
支
所
税
務
課
）
吉
村
優
香
▽
福
祉
事
務

所
（
荻
総
合
支
所
税
務
課
）
後
藤
千
鶴
▽
福

祉
事
務
所
（
久
住
総
合
支
所
税
務
課
）
佐
藤

哲
也
▽
福
祉
事
務
所
（
農
業
委
員
会
）
橋
爪

妙
子
▽
竹
田
保
育
所
（
都
野
保
育
所
）
宮
本

好
子
▽
都
野
保
育
所
（
白
丹
保
育
所
）
山
井

真
由
美
▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
（
竹
田

学
校
給
食
共
同
調
理
場
）
阿
南
美
恵
子
▽
農

林
畜
産
課
（
荻
総
合
支
所
建
設
課
）
佐
藤
正

見
▽
農
林
畜
産
課
（
久
住
総
合
支
所
商
工
観

光
課
）
高
司
幸
明
▽
農
林
畜
産
課
（
耕
地
課
）

関
口
恵
介
▽
竹
田
市
畜
産
セ
ン
タ
ー
振
興
課

（
久
住
畜
産
セ
ン
タ
ー
振
興
課
）
内
柳
雅
浩

▽
耕
地
課
（
議
会
事
務
局
）
上
野
多
希
子
▽

耕
地
課
（
農
林
畜
産
課
）
阿
南
一
雄
▽
耕
地

課
（
農
林
畜
産
課
）
吉
良
栄
三
▽
耕
地
課
（
農

林
畜
産
課
）
井
手
勝
隆
▽
商
工
観
光
課
（
久

住
総
合
支
所
税
務
課
）
島
村
育
郎
▽
商
工
観

光
課
兼
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
・
竹
田
研
究
所
事

務
従
事
（
商
工
観
光
課
）
工
藤
隆
浩
▽
建
設

課
（
直
入
総
合
支
所
建
設
課
）
後
藤
正
樹
▽

荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
福
祉
事
務
所
）

後
藤
茂
子
▽
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
荻

総
合
支
所
保
健
福
祉
課
）
渡
辺
由
美
子
▽
荻

総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
荻
総
合
支
所
保
健

福
祉
課
）
伊
藤
さ
お
り
▽
荻
総
合
支
所
市
民

生
活
課
（
荻
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
）
渕
憲

治
▽
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
兼
会
計
課
荻

分
室
（
荻
総
合
支
所
税
務
課
）
後
藤
英
樹
▽

荻
総
合
支
所
産
業
課
（
農
林
畜
産
課
）
羽
田

野
泰
弘
▽
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
久

住
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
）
工
藤
美
紀
▽
久

住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
荻
総
合
支
所
産

業
課
兼
農
業
委
員
会
荻
支
局
）
植
木
大
輔
▽

久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
久
住
総
合
支

所
保
健
福
祉
課
）
児
玉
寛
子
▽
久
住
総
合
支

所
市
民
生
活
課
兼
会
計
課
久
住
分
室
（
久
住

総
合
支
所
税
務
課
）
足
立
達
哉
▽
久
住
総
合

支
所
商
工
観
光
課
（
久
住
総
合
支
所
建
設
課
）

中
村
祐
二
▽
久
住
総
合
支
所
建
設
課
（
企
画

情
報
課
）
安
藤
信
次
▽
直
入
総
合
支
所
地
域

振
興
課
（
直
入
総
合
支
所
商
工
観
光
課
）
熊

谷
芳
浩
▽
直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
直

入
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
）
白
石
実
智
代
▽

直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
直
入
総
合
支

所
保
健
福
祉
課
）
佐
藤
知
恵
美
▽
直
入
総
合

支
所
市
民
生
活
課
（
直
入
総
合
支
所
保
健
福

祉
課
）
工
藤
良
次
▽
直
入
総
合
支
所
市
民
生

活
課
兼
会
計
課
直
入
分
室
（
直
入
総
合
支
所

税
務
課
兼
会
計
課
直
入
分
室
）
大
濱
寿
賀
子

▽
直
入
総
合
支
所
商
工
観
光
課
（
農
林
畜
産

課
）
小
島
崇
▽
直
入
総
合
支
所
建
設
課
（
中

央
公
民
館
）
佐
藤
俊
郎
▽
学
校
教
育
指
導
室

（
学
校
教
育
課
）安
達
京
子
▽
南
部
小
学
校（
豊

岡
小
学
校
）
内
田
英
子
▽
生
涯
学
習
課
（
耕

地
課
）
佐
竹
寿
子
▽
生
涯
学
習
課
（
直
入
総

合
支
所
地
域
振
興
課
）
森
田
康
之
▽
久
住
教

育
課
（
久
住
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
）
森
淳

史
▽
久
住
小
学
校
（
長
湯
小
学
校
）
大
塚
満

江
▽
長
湯
小
学
校
（
直
入
中
学
校
）
吉
野
幸

恵
▽
会
計
課
（
荻
総
合
支
所
税
務
課
兼
会
計

課
荻
分
室
兼
会
計
課
事
務
従
事
）
鳴
川
晴
美

▽
議
会
事
務
局
（
直
入
総
合
支
所
税
務
課
）

松
田
好
恵
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
民
課
）

後
藤
や
よ
い
▽
水
道
課
（
建
設
課
）
原
田
秋

生【平
成
18
年
３
月
31
日
付
退
職
】

▽
小
河
晴
義
（
市
民
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長
）
▽
峯
田
義
光
（
人
権
・
同
和

対
策
室
長
）
▽
甲
斐
修
（
農
林
畜
産
課
長
補

佐
）
▽
佐
藤
ク
ニ
子
（
荻
総
合
支
所
市
民
生

活
課
長
補
佐
）▽
酒
見
清
子（
養
護
老
人
ホ
ー

ム
南
山
荘
）
▽
甲
斐
祐
子
（
南
部
小
学
校
）

【
平
成
18
年
４
月
１
日
付
新
採
用
】

▽
後
藤
孝
介
（
税
務
課
）
▽
柚
木
玲
奈
（
市

民
課
）
▽
入
江
康
太
（
福
祉
事
務
所
）

  

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

【
平
成
18
年
４
月
１
日
付
（　

）内
は
旧
役
職
】

■
次
長
・
署
長

▽
次
長
兼
警
防
課
長
・
消
防
司
令
（
署
長
兼

警
防
課
長
）
白
井
幸
光
▽
署
長
兼
庶
務
課
長
・

消
防
司
令
（
庶
務
課
長
）
見
増
正
幸

■
消
防
本
部
・
課
長
級

▽
予
防
課
長
兼
危
険
物
係
長
・
消
防
司
令
（
予

防
課
長
補
佐
兼
予
防
係
長
）
渡
邊
広
志

■
消
防
本
部
・
係
長
級

▽
予
防
係
長
・
消
防
司
令
補
（
警
防
係
長
）

首
藤
法
文
▽
警
防
係
長
・
消
防
司
令
補
（
消

防
係
長
兼
指
導
係
長
）
田
北
栄
治

■
消
防
署
・
課
長
級

▽
当
直
司
令
〈
調
査
・
装
備
〉・
消
防
司
令

（
久
住
分
署
長
）
後
藤
卓
見
▽
当
直
司
令
〈
消

防
〉
兼
通
信
司
令
・
消
防
司
令
（
当
直
司
令

〈
調
査
・
装
備
〉）
山
室
善
則
▽
久
住
分
署
長
・

消
防
司
令（
予
防
課
長
兼
危
険
物
係
長
）佐
々

木
英
二

■
消
防
署
・
課
長
補
佐
級

▽
当
直
副
司
令〈
消
防
・
通
信
〉兼
消
防
係
長
・

消
防
司
令
補
（
当
直
副
司
令
〈
調
査
・
装
備
〉

兼
装
備
第
一
係
長
）
吉
野
孝
正
▽
当
直
副
司

令
〈
調
査
・
装
備
〉
兼
装
備
第
一
係
長
・
消

防
司
令
補
（
久
住
分
署
長
代
理
）
斉
藤
文
雄

▽
緒
方
分
署
長
代
理
・
消
防
司
令
補
（
緒
方

分
署
副
分
署
長
）
岡
部
敬
治
▽
久
住
分
署
長

代
理
・
消
防
司
令
補
（
通
信
第
二
係
長
）
河

辺
和
義

■
消
防
署
・
係
長
級

▽
緒
方
分
署
副
分
署
長
・
消
防
司
令
補
（
救

助
第
一
係
長
）
秦
孝
一
▽
救
助
第
一
係
長
・

消
防
司
令
補
（
救
助
第
二
係
長
）
佐
藤
一
喜

▽
通
信
第
一
係
長
・
消
防
司
令
補
（
装
備
第

二
係
長
）
佐
藤
幸
人
▽
装
備
第
二
係
長
・
消

防
司
令
補
（
荻
分
駐
所
係
長
）
斉
藤
正
憲
▽

通
信
第
二
係
長
・
消
防
司
令
補
（
救
急
第
二

係
長
）
後
藤
清
▽
久
住
分
署
救
急
係
長
・
消

防
司
令
補
（
久
住
分
署
）
高
橋
末
文
▽
救
急

第
二
係
長
・
消
防
司
令
補
（
緒
方
分
署
）
麻

生
章
治
▽
通
信
第
三
係
長
・
消
防
司
令
補
（
消

防
本
署
）
木
田
寛
▽
救
助
第
二
係
長
・
消
防

司
令
補
（
消
防
本
署
）
渡
辺
秀
夫

■
消
防
司
令
補
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▽
緒
方
分
署
・
消
防
司
令
補
（
消
防
本
署
）

那
須
誠
一
▽
消
防
本
署
・
消
防
司
令
補
（
久

住
分
署
）
工
藤
敦

■
一
般
職

▽
久
住
分
署
・
消
防
士
長
（
消
防
本
署
）
佐

藤
浩
和
▽
久
住
分
署
・
消
防
士
長
（
消
防
本

署
）
中
村
良
太
▽
消
防
本
署
・
消
防
副
士
長

（
緒
方
分
署
）
井
野
隆
一
▽
消
防
本
署
・
消

防
副
士
長
（
久
住
分
署
）
長
野
幸
男
▽
消
防

本
署
・
消
防
副
士
長
（
緒
方
分
署
）
塩
谷
一

郎
▽
消
防
本
署
・
消
防
副
士
長
（
消
防
本
部

庶
務
課
付
）
阿
部
晋
一
郎
▽
緒
方
分
署
・
消

防
副
士
長
（
消
防
本
署
）
倉
原
英
治
▽
消
防

副
士
長
・
消
防
士
（
緒
方
分
署
）
佐
藤
賢
二

【
平
成
18
年
３
月
31
日
付
退
職
】

▽
森
照
王
（
消
防
本
部
次
長
・
消
防
司
令
長
）

▽
田
原
俊
武
（
当
直
司
令
兼
通
信
司
令
・
消

防
司
令
）
▽
阿
南
文
男
（
当
直
副
司
令
兼
通

信
第
一
係
長
・
消
防
司
令
補
）
▽
大
久
保
光

紀
（
救
急
係
兼
装
備
係
副
主
幹
・
消
防
司
令

補
）

【
平
成
18
年
４
月
１
日
付
新
採
用
】

▽
足
立
圭
太
（
消
防
士
・
消
防
本
部
庶
務
課

付
）
▽
田
部
智
康
（
消
防
士
・
消
防
本
部
庶

務
課
付
）
▽
阿
部
優
樹
（
消
防
士
・
消
防
本

部
庶
務
課
付
）

久
住
・
小
野
屋
線

 

こ
れ
ま
で
ど
お
り
バ
ス
が
走
り
ま
す
。

　

大
分
バ
ス
㈱
に
よ
る
運
行
が
中
止
さ

れ
た
久
住
〜
長
湯
〜
小
野
屋
ま
で
の
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
新
た

に
、
竹
田
市
が
竹
田
交
通
㈱
に
運
行
委

託
し
て
バ
ス
を
走
ら
せ
ま
す
。
こ
れ
は
、

高
齢
者
や
高
校
生
等
、
地
域
の
方
々
の

足
の
確
保
を
図
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
バ
ス
利
用
が
で
き
ま
す
。
バ

ス
は
乗
り
継
ぎ
便
が
多
い
大
分
市
井
手

淵
バ
ス
亭
（
南
大
分
警
察
署
手
前
約

１
０
０
㍍
）
ま
で
行
っ
て
折
り
返
す
も

の
で
、
１
日
２
往
復
し
ま
す
。

　

碩
南
高
校
へ
の
通
学
、
ま
た
大
分
市

へ
出
か
け
や
す
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
の

ご
利
用
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

  

防
衛
庁
職
員
採
用
試
験

■
Ⅰ
種
試
験

試
験
程
度　

大
学
卒
業
程
度

試
験
区
分　

経
営
工
学
、
電
子
、
機
械
、

　

土
木
、
建
築

受
験
資
格

・
昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

　

で
大
学
を
卒
業
し
た
人
、
及
び
平
成
19

　

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

　

み
の
人
等

受
付
期
間　

４
月
３
日
㈪
〜
12
日
㈬

第
１
次
試
験
日　

５
月
７
日
㈰

■
Ⅱ
種
試
験

試
験
程
度　

大
学
卒
業
程
度

試
験
区
分　

行
政
、語
学
（
英
語
、中
国
語
、

　

朝
鮮
語
）、
国
際
関
係
（
英
語
、
中
国
語
、

　

朝
鮮
語
）、
数
学
、
電
気
・
電
子
、
機
械
、

　

土
木
、
建
築

受
験
資
格

・
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

　

で
、
大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門

　

学
校
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成
19
年
３

　

月
ま
で
に
大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等

　

専
門
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
等

受
付
期
間　

４
月
３
日
㈪
〜
12
日
㈬

第
１
次
試
験
日　

６
月
11
日
㈰

●
お
問
い
合
せ

　

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係

　

☎
０
９
２‒

４
８
３‒

８
８
１
５

　

℻
０
９
２‒

４
７
４‒

３
６
８
５

　

http://w
w
w
.jda.go.jp/
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私
た
ち
が
暮
ら
す
竹
田
そ
の

も
の
を
展
示
室
と
考
え
、
身
近

に
あ
る
歴
史
的
文
化
遺
産
や
伝

統
芸
能
、先
人
を
紹
介
す
る
「
ま

る
ご
と
博
物
館
」
の
掲
載
を
は

じ
め
て
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
は
「
地
域
振
興

に
貢
献
し
た
先
人
」
を
地
域
ご

と
に
紹
介
し
た
「
ま
る
ご
と
博

物
館
」
は
、
旧
広
報
た
け
た
で

連
載
し
た
「
あ
お
ぞ
ら
博
物
館
」

を
引
き
継
ぎ
、「
未
来
を
担
う

心
豊
か
な
人
を
作
る
ふ
る
さ
と

竹
田
」
の
実
現
の
一
助
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
文
化
遺
産
は
、
普
段

見
逃
し
て
し
ま
う
ほ
ど
さ
り
げ

な
い
も
の
で
す
が
、
触
れ
て
み

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
情
熱
あ
ふ

れ
る
す
ば
ら
し
い
人
間
の
生
き

様
や
誇
り
が
秘
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
そ
し

て
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
が

失
い
か
け
た
大
切
な
も
の
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
地
域
の
方
々
が
共

有
す
る
こ
と
で
、
よ
り
磨
き
が

か
か
る
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
地
域
の
方
々
が
共
に
語
り

合
い
、わ
か
り
あ
う
こ
と
は
「
心

連載から半年～ふるさとを見直して～
豊
か
な
ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
」

の
実
現
に
つ
な
が
り
、
訪
れ
る

人
々
の
感
動
を
呼
び
起
こ
す
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
も
、「
伝
え
た

い
ふ
る
さ
と
竹
田
」
を
発
行
さ

れ
る
「
歴
史
と
自
然
を
護
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
き
、「
ま
る
ご
と
博
物

館
」
を
掲
載
し
ま
す
。
テ
ー
マ

は
引
き
続
き
「
地
域
振
興
に
貢

献
し
た
先
人
」
と
な
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
企
画
情
報
課
）

訂
正　

３
月
号
で
掲
載
し
た

写
真
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　

壮
大
な
ア
ル
プ
ス
と
大
草
原

に
代
表
さ
れ
る
ス
イ
ス
の
景
観

は
、
観
光
立
国
と
し
て
名
高
い

そ
の
素
晴
し
さ
が
一
目
で
分
か

る
。
そ
の
環
境
の
中
で
育
ま
れ

た
ス
イ
ス
人
の
国
民
性
に
は
、

国
の
政
策
と
国
旗
か
ら
も
理
解

で
き
る
、
自
国
と
そ
こ
に
住
む

人
々
を
大
切
に
す
る
と
い
う
直

向
き
な
考
え
に
基
づ
い
た
人
間

の
美
学
が
感
じ
取
ら
れ
る
。

　

数
々
の
国
際
機
関
が
集
ま
る

こ
の
国
は
、世
界
で
唯
一
、永
世

中
立
を
宣
言
し
て
い
る
。
赤
と

白
が
基
調
の
十
字
架
を
描
い
た

国
旗
に
は
、
国
土
が
狭
く
生
産

性
の
低
か
っ
た
中
世
、
傭
兵
と

し
て
他
国
の
戦
争
に
参
戦
し
、

生
き
抜
い
た
人
々
の
平
和
へ
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

観
光
立
国
と
し
て
成
り
立
つ

た
め
に
、安
価
な
輸
入
品
よ
り
、

美
し
い
ア
ル
プ
ス
と
牧
場
を
守

る
農
家
の
人
々
が
生
産
し
た
物

を
購
入
し
、
彼
ら
を
支
え
て
い

く
こ
と
が
消
費
者
の
義
務
だ
と

い
う
考
え
に
も
尊
敬
す
る
。

　

自
分
が
生
ま
れ
た
国
を
大
切

に
思
う
こ
と
は
、
日
本
の
伝
統

楽
器
を
用
い
て
世
界
を
周
る
Ｔ

Ａ
Ｏ
に
と
っ
て
最
も
根
底
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
。
そ

の
思
い
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、

こ
の
国
の
人
々
に
日
本
の
素
晴

ら
し
さ
を
存
分
に
伝
え
た
い
。

　
（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー　

滝　

良
平
）

第 7回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

↑御沓氏（右から 4人目）、松尾博士（同 3人目）

 

Ｗウ

ィ

ニ

ー

ｉ
ｎ
ｎ
ｙ

　
「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｎ
ｙ
」
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
た
他
の
パ

ソ
コ
ン
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｎ
ｙ
と
通
信
を

し
、
お
互
い
に
「
公
開
す
る
」
と

設
定
し
た
デ
ー
タ
を
コ
ピ
ー
（
共

有
）
す
る
フ
ァ
イ
ル
共
有
ソ
フ
ト

で
す
。

　

フ
ァ
イ
ル
共
有
ソ
フ
ト
自
体
は

現
在
違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

著
作
者
、
著
作
権
者
が
配
布
を
認

め
て
い
な
い
音
楽
な
ど
の
配
布
は

著
作
権
法
違
反
に
な
り
ま
す
し
、

非
公
開
の
情
報
を
公
開
す
る
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
被
害
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
配
布
さ
れ
た
情
報
は

完
全
に
消
去
で
き
な
い
た
め
、
仕

事
で
使
う
パ
ソ
コ
ン
に
フ
ァ
イ
ル

共
有
ソ
フ
ト
を
入
れ
な
い
、
フ
ァ

イ
ル
共
有
ソ
フ
ト
が
入
っ
た
パ
ソ

コ
ン
に
仕
事
で
使
う
フ
ァ
イ
ル
を

入
れ
な
い
等
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「壮大な自然が育んだヒューマニズム」
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お知らせ

　老人保健制度について
●お問い合せ　保険課国保・老人医療係
　☎63-1111（内線135・136）

 

老
人
保
健
対
象
者

　

老
人
保
健
制
度
の
対
象
者
は
、

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
等
の

医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

で
、
75
歳
以
上
の
人
（
昭
和
７
年

９
月
30
日
以
前
に
誕
生
の
方
は
70

歳
か
ら
該
当
）、
又
は
65
歳
以
上

の
人
で
、
寝
た
き
り
な
ど
一
定
の

障
害
が
認
め
ら
れ
た
人
と
な
り
ま

す
。

 

医
療
に
か
か
っ
た
時
の

 

一
部
負
担
金
に
つ
い
て

　

医
療
費
の
１
割
、
た
だ
し
、
一

定
以
上
所
得
者
は
２
割
と
な
り
ま

す
。

 

医
療
費
の
支
給

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
審
査

に
よ
っ
て
医
療
費
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
健
康

　

保
険
証
と
老
人
保
健
法
医
療
受

　

給
者
証
を
持
た
ず
に
医
療
を
受

　

け
た
時

・
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
を

　

作
り
、
全
額
を
支
払
っ
た
時

・
は
り･

灸･

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
医

　

師
が
必
要
と
認
め
た
医
療
を
受

　

け
た
時

 

高
額
医
療
費
の
支
給

　

同
じ
月
内
に
負
担
し
た
医
療
費

（
部
屋
代
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
等

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）
の
合
計
額
が

次
の
表
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合

は
、
高
額
医
療
費
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

 

老
人
保
健
特
定
疾
病
受
領 

　
証
に
つ
い
て

　

人
工
透
析
な
ど
で
特
定
疾
病
と

認
定
さ
れ
た
方
が
病
院
に
か
か
る

と
き
、
そ
の
病
気
に
対
す
る
医
療

費
の
自
己
負
担
は
１
か
月
に
１
万

円
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
特
定
疾
病

１
、
人
工
腎
臓
を
実
施
し
て
い
る

　

慢
性
腎
不
全(

人
工
透
析
を
受

　

け
て
い
る
方) 

２
、
血
友
病

３
、
抗
ウ
ィ
ル
ス
剤
を
投
与
し
て

　

い
る
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

　
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
を
含
む
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
証

・
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

・
医
師
の
意
見
書
（
様
式
は
保
険

　

課
の
窓
口
へ
）

 

第
三
者
の
行
為
（
交
通
事
故 

　
等
） 

で
病
院
に
か
か
る
と
き

　

交
通
事
故
等
、
他
人
と
の
行
為

に
よ
り
病
院
に
か
か
る
時
は
、
保

険
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
証

・
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

・
交
通
事
故
証
明
書
（
交
通
事
故

　

の
場
合
）

・
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
被
害
届

　

出
書
等
（
様
式
は
保
険
課
の
窓

　

口
へ
）

※
示
談
を
さ
れ
る
場
合
、
必
ず
示

　

談
を
さ
れ
る
前
に
届
出
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

 

竹
田
市
の
老
人
医
療
費
の
状
況

　

13
頁
上
の
表
の
と
お
り
、
竹
田
市

老
人
医
療
の
１
人
当
た
り
月
額
入

院
時
医
療
費
平
均
は
３
４
、８
０
０

円
で
大
分
県
の
平
均
３
２
、８
０
０

円
と
比
較
す
る
と
２
、０
０
０
円
高

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

高
血
圧
や
心
疾
患
等
の
循
環
器
系

の
入
院
が
高
く
、
続
い
て
骨
折
等

の
損
傷
、
新
生
物
に
よ
る
入
院
と

老人保健医療費限度額表

※ 1　市民税非課税世帯の低所得ⅡとⅠの区分の人が入院すると 
　きには「限度額適用･標準負担額減額認定証」が必要ですので、
　交付を希望される方は申請してください。
※ 2　医療費が 241,000 円を超えたとき、超えた分の 1%を加算
　します。年 4回以上高額医療費を支給された場合、4回目から
　は 40,200 円が月額上限となります。

負担割合 外 来 の
限 度 額

入院及び世
帯の限度額

入院時の
食 事 代

一定以上
所 得 者 2割 40,200 円 72,300 円

+1%（※ 2）
260 円 / 食

一　　般

1割

12,000 円 40,200 円

低所得Ⅱ
（※ 1）

8,000 円

24,600 円

210 円 / 食

91日目以降
160 円 / 食

低所得Ⅰ
（※ 1） 15,000 円 100 円 / 食
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Ⅹ
Ⅰ
消
化
器
系
の
疾
患
（
歯
科
）

Ⅹ
Ⅸ
損
傷
、
中
毒
そ
の
他
の
外
因
の
影
響

Ⅹ
Ⅷ
症
状
、兆
候
及
び
異
常
臨
床
所
見
・
異
常

　
　
検
査
所
見
で
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の

Ⅹ
Ⅳ
尿
路
性
器
系
の
疾
患

Ⅹ
Ⅲ
筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織
の
疾
患

Ⅹ
Ⅱ
皮
膚
及
び
皮
下
組
織
の
疾
患

Ⅹ
Ⅰ
消
化
器
系
の
疾
患

Ⅹ
　
呼
吸
器
系
の
疾
患

Ⅸ
　
循
環
器
系
の
疾
患

Ⅷ
　
耳
及
び
乳
様
突
起
の
疾
患

Ⅶ
　
眼
及
び
付
属
器
の
疾
患

Ⅵ
　
神
経
系
の
疾
患

Ⅴ
　
精
神
及
び
行
動
の
障
害

Ⅳ
　
内
分
泌
、
栄
養
及
び
代
者
疾
患

Ⅲ
　
血
液
及
び
造
血
器
の
疾
患
並
び
に
免
疫

　
　
機
構
の
障
害

Ⅱ
　
新
生
物

Ⅰ
　
感
染
症
及
び
寄
生
虫
症

12,000
11,000
10,000
9,000
8,000
7,000
6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000

0

竹田市

大分県

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

高
齢
に
な
る
と
生
活
習
慣
病
な
ど

の
慢
性
的
な
病
気
や
、
骨
祖
し
ょ

う
症
な
ど
に
よ
る
病
気
や
け
が
に

よ
る
入
院
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

病
気
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
定
期
健
診
を
受
け
病
気
の
早

期
発
見
を
行
う
と
も
に
、
１
つ
の

病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診

す
る
の
で
は
な
く
、
病
歴
や
体
質

な
ど
の
記
録
の
あ
る
か
か
り
つ
け

医
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

 

固
定
資
産
税
縦
覧
期
間

 

の
お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
自
己

の
土
地
又
は
家
屋
の
評
価
額
と
他

の
土
地
又
は
家
屋
の
評
価
額
を
比

較
の
た
め
に
、
土
地
及
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

　

４
月
３
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈬

　

８
時
30
分
〜
17
時

　

 (

土
・
日
・
祝
日
を
除
く)

縦
覧
場
所　

税
務
課
資
産
係

縦
覧
で
き
る
人

　

納
税
者
、
納
税
管
理
人
、
納
税

者
の
委
任
状
を
持
参
し
た
人

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
る

人①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

管
内
に
所
在
す
る
土
地
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者
、
そ
の
家
族
等

代
理
権
を
有
す
る
人

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

管
内
に
所
在
す
る
家
屋
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者
、
そ
の
家
族
等

代
理
権
を
有
す
る
人

※
縦
覧
の
可
否
を
確
認
す
る
た
め
、

　

お
手
持
ち
の
納
税
通
知
書
、
課

　

税
明
細
書
、
ま
た
は
運
転
免
許

　

証
等
ご
本
人
の
確
認
が
で
き
る

　

も
の
を
ご
提
示
い
た
だ
き
ま
す

　

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
本
人
所
有
の
土
地
や
家
屋
以

　

外
の
評
価
の
内
容
は
、
プ
ラ
イ

　

バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
詳
細

　

に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

　

ん
。

審
査
申
出
の
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
そ

の
納
付
す
べ
き
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
７
月
14
日
㈮
ま
で

に
文
書
で
竹
田
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
し
出
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

固
定
資
産
税
減
免
制
度

　

公
益
の
た
め
使
用
す
る
固
定
資

産
（
集
会
所
、
公
民
館
等
、
そ
の

敷
地
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
等
）
に

つ
い
て
は
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
有
料
で
使
用
す
る
も

の
を
除
く
）。
減
免
を
受
け
よ
う

と
す
る
人
は
、
納
期
限
７
日
前
ま

で
に
、
自
治
会
長
の
証
明
書
を
添

付
し
、
税
務
課
資
産
係
に
減
免
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
初(

第
１
期)

か
ら
減
免
を
受
け

よ
う
す
る
人
は
、
５
月
24
日
㈬
が

申
請
期
限
と
な
り
ま
す
。

 
償
却
資
産
の
申
告
は

 
お
済
み
で
す
か
？

　

償
却
資
産
「
土
地
・
家
屋
・
車

輌
以
外
の
業
務
に
用
い
て
い
る
資

産
で
、
税
法
で
経
費
や
損
金
に
算

入
さ
れ
て
い
る
も
の
」
の
所
有
者

は
申
告
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
必
ず
申
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

税
務
課
資
産
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

（
内
線
１
２
３
・
１
２
４
・
１
２
８
）

 

県
税
事
務
所
が
移
転
し
ま
す

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
竹

田
県
税
事
務
所
が
「
豊
後
大
野
県

税
事
務
所
」
と
名
称
を
変
え
て
次

の
と
お
り
移
転
し
ま
す
。

名
称

　

大
分
県
豊
後
大
野
県
税
事
務
所

所
在
地

　

〒
８
７
９‒

７
１
３
１

　

豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
１
１

　

２
３

　

大
分
県
豊
後
大
野
総
合
庁
舎
内

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

７
５
０
１

所
管
区
域

　

竹
田
市
・
豊
後
大
野
市

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
竹
田
県
税
事
務
所

　

☎
62‒

２
１
７
８

　

℻
62‒

２
８
５
４

老人医療費の比較（竹田市・大分県〔1人あたり〕）
（単位：円）



まちの話題

広報たけた 平成18年4月号 14

直入、庄内を結ぶ農道開通
↑庄内町の始点で行われたテープカット式

　竹田市直入町と由布市庄内町を結ぶ農業
用道路の開通式が 2月 26 日に開催されま
した。
　この事業は農用地と農業用道路を一体と
して整備し、生産性を高め農作物流通の合
理化を図り地域の活性化を目指し平成 7年
から独立行政法人緑資源機構等が着工した
直入庄内区域農用地総合整備事業の一環に
よるもので、区画整理、暗渠排水、農業用
道路の一体的な整備を行いました。総事業
費は 215 億円です。
　竹田市内の受益地は直入町、久住町に
またがり、直入町～庄内町間の移動時間が
10～15分程度短縮されることになります。

卒
業
お
め
で
と
う

 

ご
ざ
い
ま
す

　

３
月
、
市
内
の
保
育
所
か
ら
高

校
ま
で
、
各
教
育
施
設
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
、
先
生
、
在
校
生
が
見

守
る
中
、
卒
業
生
た
ち
は
学
舎
へ

の
感
謝
と
新
し
い
環
境
へ
ふ
く
ら

む
夢
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

↑直入中学校卒業式

↑緑ヶ丘中学校卒業式

バレンタインの贈り物

おいしいイチゴ、贈り物

名水マラソン開催！

　

Ｊ
Ａ
大
分
み
ど
り
イ
チ
ゴ
部
会

が
、
地
域
で
穫
れ
た
イ
チ
ゴ
の
お

い
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
荻
、
柏
原
保
育
所

に
イ
チ
ゴ
40
パ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　

イ
チ
ゴ
を
受
け
取
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
元
気
よ
い
歌
で
部
会
の

皆
さ
ん
に
お
礼
を
し
ま
し
た
。

　

久
住
町
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
グ

リ
ー
ン
エ
コ
ー
ズ
」
が
、
２
月
18

日
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

を
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。
15
回
目
を
数
え
る
今

年
は
、
奏
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、
３
部
に

分
け
て
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

第
19
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
、
快
晴
の
３
月
５
日
に

１
、３
０
９
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え

開
催
し
ま
し
た
。
竹
田
市
文
化
会

館
か
ら
竹
田
湧
水
群
等
を
巡
り
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
は
西
村
繁
幸
さ

ん
（
長
崎
桜
町
Ｊ
Ｃ
）
が
２
時
間

55
分
26
秒
の
記
録
で
１
位
の
ゴ
ー

ル
を
切
り
ま
し
た
。
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

荻
保育所

岡　本
小学校

 

荻
の
子
育
て
拠
点

　

荻
保
育
所
は
、
荻
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
東
側
の
バ
イ
パ
ス
道

路
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
38
年
４
月
に
開
設
、
昭

和
59
年
に
現
園
舎
に
移
転
、
こ

れ
ま
で
に
１
、６
７
９
名
が
巣

立
ち
、
幼
稚
園
の
な
い
荻
地
域

に
と
っ
て
、
就
学
前
教
育
を
含

め
た
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
い
敷
地
の
中
に
は
、
砂
場
、

プ
ー
ル
等
を
備
え
、
遊
び
の
中

か
ら
社
会
の
ル
ー
ル
を
学
ん
で

い
ま
す
。「
心
ゆ
た
か
」、「
が
ま

ん
で
き
る
」、「
自
立
心
の
あ
る

子
ど
も
に
育
て
る
」、
を
保
育
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
農

園
で
は
、
じ
ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま

い
も
を
栽
培
し
体
験
学
習
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々

か
ら
イ
チ
ゴ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

等
の
農
産
物
の
提
供
、
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
演
依
頼
等
、
地
域
の

子
ど
も
を
地
域
ぐ
る
み
で
暖
か

く
育
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
倉
原
準
一
）

 

岡
本
小
学
校
の
ガ
ツ
ン
！

　

山
椒
は
小
粒
で
ピ
リ
リ
と
辛

い
。
岡
本
小
は
全
校
30
名
の
小

さ
な
学
校
だ
け
ど
、
驚
き
の
ガ

ツ
ン
が
あ
り
ま
す
。

パ
ッ
出
た
！

　

話
し
上
手
・
○マ

ル

３
つ

　

岡
本
小
学
校
の
子
ど
も
達
は
、

ど
ん
な
質
問
を
さ
れ
て
も
、
必

ず
○マ

ル

３
つ
（
三
文
）
以
上
で
答

え
ま
す
。
そ
の
上
ゆ
っ
く
り
・
は

っ
き
り
・
大
き
な
声
で
話
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
６
年
生
は
も
ち

ろ
ん
１
年
生
だ
っ
て
で
き
る
ん

で
す
。
こ
れ
っ
て
す
ご
く
な
い
？

パ
ッ
出
た
！
岡
本
小
応
援
団

　

岡
本
小
学
校
に
は
強
力
な
応

援
団
が
あ
り
ま
す
。「
岡
本
っ

子
と
共
に
育
つ
会
」
と
言
い
ま

す
。
何
と
こ
の
会
、
学
校
敷

地
内
に
多
目
的
ス
テ
ー
ジ
と
ロ

グ
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
て
様
々
な

寺
子
屋
教
室
を
開
い
て
く
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
た
す
ご
く
な
い
？

　

３
つ
目
の
ガ
ツ
ン
は
ま
た
今

度
。

　
　
　
　
　
　
　
（
戸
次
達
彦
）

 

小
学
生
〜
高
校
生
の

 

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

　

文
部
科
学
省
所
管
の
㈶
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
通
し
て
、

お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
国
際

性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
海
外

派
遣
12
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

派
遣
先　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ

　

ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
シ

　

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン

　

ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

対
象

　

小
３
〜
高
３
の
児
童
・
生
徒

参
加
費　

14
・
５
〜
47
・
８
万
円　

　
（
共
通
経
費
は
別
途
）

募
集
〆
切　

６
月
９
日
㈮
又
は
20
日

　

㈫
●
お
問
い
合
せ
・
資
料
請
求

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
６
０‒

０
０
０
４　

東
京
都

　

新
宿
区
四
谷
２‒

11　

大
村
ビ
ル

　

３
階

　

☎
03‒

３
３
５
９‒

８
４
２
１

　

℻
03‒

３
３
５
４‒

２
２
０
７

第27回「大分県少年の船」
　大分の明日を担う青少年が、規律、友情、連帯の精神のもと
で船内研修、沖縄の少年との交流、現地見学等を行い、たくま
しく心豊かに育つ「大分県少年の船」の参加者を募集します。
訪 問 先　沖縄県
期　　間　７月 25日㈫～ 29日㈯
活動内容　事前研修（７月８日㈯）、本研修、事後研修（10月 21
　日）、事後活動
応募資格　大分県内に在住、または県内の小学校に在籍してい
　る小学校５・６年生。健康で規律ある団体行動に耐えられる人。
　参加について保護者の承諾が得られる人。事前事後の研修に参
　加できる人
募集人員　480 人
負 担 金　35,000 円（減免あり）
募集期間　４月17日㈪～５月12日㈮
応募方法・応募先　小学校または竹田市教育委員会で募集要領
　を受け取り、申込書を提出してください。
●お問い合せ　大分県生活環境部青少年・学事課内「大分県少
　年の船」事務局　☎097-536-1111（内線 3076）
●申込み　生涯学習課　☎ 63-1111（内線 341・342）
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

↑平成 18 年度いきいきたけた情報カレンダー

平
成
18
年
度
保
健
事
業
を

　

紹
介
し
ま
す
！

 

総
合
健
診
は
地
域
と

　

医
療
機
関
の
選
択
で
す

　

竹
田
市
で
は
、
①
地
域
の
巡
回

と
②
医
療
機
関
（
別
府
厚
生
連
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
厚
生

連
））
に
委
託
し
た
総
合
健
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
住
民
票
の
あ

る
市
民
で
あ
れ
ば
、
ご
本
人
の
希

望
で
ど
ち
ら
か
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
65
歳
以
上

の
市
民
全
員
を
対
象
に
、
総
合
健

診
と
合
わ
せ
て
介
護
予
防
健
診
を

行
い
ま
す
。
治
療
中
の
人
も
必
ず

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
30
歳
・
35
歳
の
節
目
健
診
を
受

　

け
る
人
は
、
①
地
域
の
巡
回
で

　

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
②
医
療

　

機
関
（
厚
生
連
）
で
は
、
実
施

　

い
た
し
ま
せ
ん
。

※
②
医
療
機
関
（
厚
生
連
）で
受

　

診
す
る
方
は
、
健
診
料
金
補
助

　

の
関
係
で
、
４
月
か
ら
来
年
１

　

月
末
ま
で
の
間
に
受
診
し
て
く

　

だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、
４
月

　

と
８
月
に
市
か
ら
ご
案
内
す
る

　

回
覧
で
健
診
日
を
指
定
し
て
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
Ｊ
Ａ
大

　

分
み
ど
り
の
組
合
員
も
同
様
で

　

す
。

※
Ｊ
Ａ
大
分
み
ど
り
か
ら
は
、
お

　

知
ら
せ
を
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

 

リ
ハ
ビ
リ
教
室
が

　

か
わ
り
ま
す

目
的　

心
の
病
を
有
す
る
人
に
対

　

し
病
状
悪
化
や
閉
じ
こ
も
り
を

　

防
止
し
、
日
常
生
活
の
自
立
を

　

助
け
介
護
を
要
す
る
状
態
と
な

　

る
こ
と
を
予
防
し
ま
す
。

対
象
者

　

今
ま
で
と
は
変
わ
り
、
ほ
か
で

は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い

　

①
40
歳
以
上
の
人

　

②
引
き
こ
も
り
が
ち
な
人

　

③
こ
こ
ろ
に
病
を
も
つ
人
、
等

実
施
場
所

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア

　

週
１
回
、
作
業
療
法
や
生
活
訓

練
を
主
体
に
実
施
し
ま
す
。
利
用

に
は
、
本
人
の
申
請
と
合
わ
せ
て
、

医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ナ
ー

　

養
成
講
座

目
的　

疾
病
・
介
護
予
防
の
た
め

　

の
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を

　

推
進
す
る
市
民
リ
ー
ダ
ー
を
育

　

成
し
ま
す
。

参
加
条
件

　

①
移
動
手
段
の
あ
る
人

　

②
65
歳
以
下
の
人

　

③
受
講
後
、
市
の
行
う
保
健
福

　
　

祉
事
業
に
参
加
し
普
及
啓
発

　
　

に
協
力
で
き
る
人

　

竹
田
市
で
は
、
運
動
に
よ
る
健

康
づ
く
り
を
推
進
す
る
ア
シ
ス
タ

ン
ト
・
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
講
座
を

開
講
し
ま
す
。

　

４
月
に
開
講
す
る
当
講
座
で

「
お
茶
の
間
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

法
」
を
学
び
、
ま
ず
自
分
が
健
康

に
！
そ
し
て
、
家
庭
や
地
域
に
運

動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
ひ
ろ
め

ま
せ
ん
か
？

 

健
康
づ
く
り
教
室
〜
糖
尿
病

　

予
防
編
〜
開
催

　

今
年
度
も
昨
年
度
同
様
、
糖
尿

 

い
き
い
き
た
け
た
情
報
カ
レ 

　
ン
ダ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

平
成
18
年
度
も
、
竹
田
市
の
健

康
情
報
を
は
じ
め
、
観
光
情
報
、

生
涯
学
習
（
社
会
教
育
）
情
報
、

環
境
情
報
、
福
祉
情
報
等
を
掲
載

し
た
「
い
き
い
き
た
け
た
情
報
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

年
度
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
の
で
、

来
年
３
月
ま
で
の
事
業
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

病
の
予
防
に
視
点
を
お
い
て
、
食

生
活
は
も
と
よ
り
、
運
動
、
生
活

習
慣
を
見
直
す
た
め
の
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す

い
よ
う
、
各
地
域
ご
と
に
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
込
み
は
４
月
中
旬

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
上
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本

庁
健
康
増
進
課
お
よ
び
各
支
所
市

民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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当
院
に
は
骨
の
強
さ
（
骨

密
度
）
を
測
定
す
る
機
械
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
骨
密
度
を
測
定

す
る
時
に
、
人
間
の
手
首
か
ら

肘
ま
で
の
長
さ
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
の
長
さ
は
人
間
誰
で

も
お
お
よ
そ
靴
の
サ
イ
ズ
に
一

致
し
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師

が
最
終
的
に
は
手
首
か
ら
肘
ま

で
の
長
さ
を
実
測
し
て
い
ま
す

が
、
参
考
ま
で
に
足
の
サ
イ
ズ

を
尋
ね
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の

出
来
事
で
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
「
靴
の
サ
イ

　

ズ
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す

　

か
？
」

患
者
さ
ん「
足
？
13
文
じ
ゃ
が
」

レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
「
セ
ン
チ
で

　

は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
」

患
者
さ
ん
「
セ
ン
チ
じ
ゃ
分
か

　

ら
ん
。
昔
か
ら
13
文
じ
ゃ
」

レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
「
…
…
」

　

そ
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
は
28

歳
で
尺
貫
法
を
習
っ
た
こ
と
は

な
く
、
１
文
が
何
セ
ン
チ
か
も

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
は
自
分
の
足

と
患
者
さ
ん
の
足
を
並
べ
て
比

較
し
約
26 

㌢
と
判
断
し
ま
し

た
。
辞
書
で
調
べ
て
み
ま
す
と

１
文
は
約
２
・
４
㌢
で
す
。
13

文
は
31
・
２
㌢
と
な
り
そ
の
患

者
さ
ん
は
少
し
勘
違
い
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
実
際
に
は
11
文
と

い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

他
に
も
患
者
さ
ん
と
話
し
て

い
る
と
い
ろ
ん
な
方
言
が
出
て

き
ま
す
。

　
「
昨
日
、
ギ
シ
で
ア
ド
を
タ

ゴ
カ
し
て
、
キ
ヤ
ッ
と
し
て
ク

ロ
ニ
エ
テ
き
た
ん
じ
ゃ
。
ギ
ュ

ウ
ラ
シ
イ
っ
ち
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
ん
が
、
イ
ノ
ネ
は
腫
れ
る

し
ユ
ウ
ロ
や
テ
ナ
ン
カ
ケ
ま
で

い
と
う
な
っ
て
き
た
。
セ
ッ
チ

イ
！
」（
意
味
は
省
略
し
ま
す
。

不
明
な
点
は
長
老
に
訳
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
）

　

私
自
身
、
こ
の
よ
う
な
患
者

さ
ん
の
訴
え
が
な
ん
な
く
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
に
３
年

ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。
日
曜
や

祭
日
に
は
大
分
大
学
医
学
部
か

ら
日
直
、
当
直
の
先
生
が
来
て

い
ま
す
。
で
き
れ
ば
分
か
り
や

す
い
言
葉
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

　

  

整
形
外
科　

大
多
和　

聡
）

意
志
の
疎
通　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
13
〉

医
療
費
助
成
の
お
知
ら
せ

　

竹
田
市
が
実
施
し
て
い
る
医
療
費
助
成
制
度
の
う
ち
「
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
」
と
「
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
」
に
つ
い
て
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
助
成
対
象
者
が
次
の
と
お
り
拡
大
し
ま
す
。

　

新
た
に
対
象
と
な
る
人
は
窓
口
で
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　

こ
れ
ま
で
母
子
家
庭
を
対
象
と

し
て
い
た
「
母
子
家
庭
医
療
費
助

成
」
を
「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
」
と
し
て
父
子
家
庭
ま
で
対

象
を
拡
大
し
ま
す
。

　

こ
の
助
成
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
子
が
支
払
っ
た
医
療
費

に
つ
い
て
自
己
負
担
分
を
全
額
助

成
す
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
平

成
18
年
４
月
１
日
以
降
の
診
療
分

か
ら
、
入
院
中
の
食
事
療
養
費
は

医
療
費
助
成
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

　

対
象
者
は
、
離
婚
、
死
別
等
で

配
偶
者
の
い
な
い
人
で
、
現
に
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
人
で
、
申
請
の
翌

月
か
ら
受
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

 

申
請
に
必
要
な
書
類
等

○
戸
籍
謄
本
一
通
（
子
が
別
戸
籍

　

に
あ
る
時
は
そ
の
戸
籍
謄
本
）

○
健
康
保
険
証
、
印
鑑

○
平
成
17
年
１
月
１
日
に
、
竹
田

　

市
に
住
民
票
の
な
い
人
は
所
得

　

証
明
書

○
本
人
名
義
の
金
融
機
関
の
通
帳

　
（
郵
便
局
以
外
）

　

た
だ
し
、
前
年
度
の
所
得
が
左

の
限
度
額
を
超
え
る
と
受
給
で
き

ま
せ
ん
。
毎
年
、
所
得
調
査
等
を

行
い
、
受
給
資
格
を
確
認
し
ま
す
。

 
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　

重
度
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障

害
者
に
加
え
、
精
神
保
健
福
祉
手

帳
１
級
を
持
つ
精
神
障
害
者
も
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
対

象
と
し
ま
す
（
精
神
障
害
者
に
つ

い
て
は
、
一
部
入
院
診
療
分
を
除

き
ま
す
）。

申
請
に
必
要
な
書
類
等

○
精
神
保
健
福
祉
手
帳

○
健
康
保
険
証
、
印
鑑

○
平
成
17
年
１
月
１
日
に
、
竹
田

　

市
に
住
民
票
の
な
い
人
は
所
得

　

証
明
書

○
金
融
機
関
の
通
帳
（
郵
便
局
以

　

外
）

　

ま
た
、
平
成
18
年
４
月
１
日
以

降
の
診
療
分
か
ら
、
入
院
中
の
食

事
療
養
費
は
医
療
費
助
成
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
も
、
福
祉
事
務
所
又
は
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
で
申
請
手
続
き

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所

　

☎
 63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
５
４
・
１
５
６
）

扶養親族
等 の 数

受給資格者本人の
所 得 限 度 額

扶養義務者の
所得限度額

0 人 1,920,000 円 2,360,000 円

1人 2,300,000 円 2,740,000 円

2人 2,680,000 円 3,120,000 円

3人 3,060,000 円 3,500,000 円

4人 3,440,000 円 3,880,000 円

5人 3,820,000 円 4,260,000 円
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みんなの
　　ひろば

平成17年4月生まれ

　

　

　

平
成
18
年
５
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

 

踊
り
ま
せ
ん
か
！

　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
踊
れ
る
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
。
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
教
室
で
３
６
５
歩
の
マ
ー
チ
や

青
い
山
脈
等
の
曲
に
乗
っ
て
、
心

と
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

場
所
・
日
程

　

竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館

　

毎
月
第
２
、
第
４
土
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

竹
田
市
公
民
館
宮
砥
分
館

　

毎
月
第
１
、
第
３
月
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

費
用　

月
８
０
０
〜
１
、０
０
０
円

　
（
会
場
費
含
む
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公

　

認
指
導
者　

三
浦
里
子

　

☎
68‒

２
１
８
４

↑昨年のチャリティーショーでの発表風景

 

日
本
酒
を

 

造
り
ま
せ
ん
か
！

　　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
活
か
し

て
、
以
前
か
ら
日
本
酒
づ
く
り
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
久
住
町
。

一
昨
年
か
ら
「
春
陽
」
と
い
う
タ

ン
パ
ク
質
が
非
常
に
少
な
い
お
米

(

低
グ
ル
テ
リ
ン
米)

を
使
い
、
雑

味
が
少
な
く
淡
麗
で
す
っ
き
り
し

た
味
わ
い
の
新
し
い
お
酒
「
春
陽

の
郷
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
田
植
え
か
ら
稲
刈
り

ま
で
の
米
づ
く
り
体
験
と
酒
蔵
見

学
及
び
試
飲
会
を
企
画
し
ま
し

た
。

　

自
分
の
手
で
植
え
、
収
穫
し
た

米
で
日
本
酒
を
造
り
ま
せ
ん
か
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

５
月
中
旬

　

田
植
え

９
月
中
旬

　

稲
刈
り

２
月
中
旬

　

試
飲
会
・
酒
蔵
見
学

場
所　

竹
田
市
久
住
町
内

募
集
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
、０
０
０
円
（
新
酒
代

　

込
み
）

申
込
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

参
加
希
望
人
数
、
℡
／
℻
番
号
を

記
載
し
て
下
記
ま
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
開
催
場
所
等
の
詳
細
を

ご
案
内
し
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
10
日
㈬

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
「
低
グ
ル
テ
リ
ン
米
プ
ロ
ジ
ェ

　

ク
ト
」
事
務
局
（
久
住
総
合
支

　

所
産
業
課
）

　

〒
８
７
８‒

０
２
０
１　

竹
田
市

　

久
住
町
大
字
久
住
６
１
６
１‒
１

　

☎
76‒

１
１
１
６

　

℻
64‒

３
１
０
７

 「
ア
カ
デ
ミ
ア
大
学
」
で

 

学
び
ま
せ
ん
か
！

　

大
分
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
18
年
度
「
お
お
い
た
県
民
ア
カ

デ
ミ
ア
大
学
」
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

４
月
20
日
㈭
〜
５
月

　

31
日
㈬

講
座
内
容　

よ
り
よ
い
暮
ら
し
の

　

た
め
に
役
立
つ
事
を
学
ぶ
「
く

　

ら
し
向
上
講
座
」（
竹
田
市
中

　

央
公
民
館
）、「
お
お
い
た
の
自

　

然
温
泉
コ
ー
ス
」（
直
入
中
央

　

公
民
館
）
等

開
催
日
程　

原
則
月
１
回

申
込
方
法　

各
公
民
館
に
設
置
さ

　

れ
た
チ
ラ
シ
や
申
込
書
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

県
立
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
７‒

22‒

７
７
６
３



図書館
から

4月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親　

地
域
・
自
治
会
）

❷
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竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
超バカの壁　　　　　　　　　　　　　養老　孟司
クローズド・ノート　　　　　　　　　雫井　脩介
信長の棺　　　　　　　　　　　　　　加藤　　廣
千住家にストラディバリウスが来た日　千住　文子
光の帝国（常野物語）　　　　　　　　　恩田　　陸
私一人　　　　　　　　　　　　　　　　大竹しのぶ
〔子どもの本〕
デモナータ　2幕　悪魔の盗人　　ダレン・シャン
あめがふるときちょうちょうはどこへ　レナード・ワイスガード
こんにちはたまごにいちゃん　　　あきやまただし
若おかみは小学生！　Part7　　　　　　令丈ヒロ子
　　　　　　　　　　ほか、60冊ほど購入しました。

　

竹田市立図書館の休館日
は、3・10・17・24・28
日です。

 「おはなしルーム」
日時　4月 12日㈬
　　　13：30～
会場　竹田市立図書館えほんのへや

 「おはなし広場」
日時　4月 26日㈬
　　　10：30～
会場　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」
「いわずにおれない」
　　　  まど・みちお（集英社 be 文庫）

　童謡ぞうさんで
おなじみの詩人ま
どみちおさんが、
ゆっくりとゆった
りと伝える彼の
メッセージ。命の
輝き、尊さをじっ
くり味わってくだ
さい…

「ミリー・モリー・マンデーのおはなし」
　　 ジョイス・L・ブリスリー（福音館書店）
　80 年ほど前のイギリスで生まれたこの
お話は家庭的で
あたたかさで読
みつがれていま
す。小さなミ
リー・モリー・
マンデーのゆ
かいなお話を
読んでみませ
んか？

　　

〔お知らせ〕　お家に借りたままの図書館の本がありませんか？　図
書館が閉まっている時は入り口の返却ポストに返してくださいね。

 

縁
の
下
の
力
持
ち

 

宝
く
じ
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す

　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全

な
発
展
を
図

る
と
と
も
に

宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
㈶
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
宝
く
じ
の
普

及
広
報
に
係
る
収
入
を
財
源
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要

な
施
設
や
設
備
の
整
備
に
関
す
る

事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
17
年
度
は
、
社
家
地
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
、

入
田
地
区
の
緑
化
整
備
、
禰
疑
野

神
社
獅
子
・
白
熊
の
衣
装
等
の
整

備
に
助
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
せ　

企
画
情
報
課
又

　

は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
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平
成
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年
4 月
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発
行
　
■
発
行
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田
市
役
所
  U
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w
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ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 18 年 2月 28日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前月比 )
人　口　27,539 人　 ( － 30 人 )
　男性　12,890 人　 ( － 23 人 )
　女性　14,649 人　 ( －   7 人 )
世帯数　10,739世帯   (－11世帯)

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第13回

　

日
当
た
り
の
い
い
火
山
性
高
原

に
生
育
す
る
高
さ
15
㌢
ほ
ど
の
多

年
草
で
す
。
生
育
条
件
の
よ
い
開

け
た
草
地
で
は
斑は

ん
も
ん
じ
ょ
う

紋
状
に
株
を
つ

く
り
群
生
し
ま
す
。

　

葉
は
心
形
で
ふ
ち
に
波
状
の
鋸き

ょ

歯し

が
あ
り
、
根
生
葉
は
長
い
柄え

が

あ
り
、
長
さ
４
㌢
、
幅
は
３
・
５
㌢

ほ
ど
で
す
。
茎く

き

の
上
部
に
根
生
葉

に
く
ら
べ
小
さ
い
葉
を
２
〜
３
個

つ
け
ま
す
。
花
期
に
は
内
側
に
巻

い
た
状
態
で
完
全
に
展
開
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

早
春
の
頃
、
葉よ

う
え
き腋
に
径
２ 

㌢
ほ

ど
の
濃
い
黄
色
の
ス
ミ
レ
独
特
の

５
弁
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
左
右
の

側
弁
の
内
側
に
は
毛
が
あ
り
、
下

部
の
唇し

ん
べ
ん弁

の
内
側
に
は
黒
紫
色
の

す
じ
が
あ
り
ま
す
。
距き

ょ

（
花
弁
の

一
部
が
袋
状
に
突
出
し
た
部
分
）

は
ご
く
短
い
で
す
。
花
の
色
が
黄

色
な
の
で
、
そ
の
も
の
ず
ば
り
黄き

菫す
み
れの
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
標
高
の
高
い
久
住
高

原
に
広
く
分
布
し
、
黒
い
野
焼
き

跡
に
春
の
到
来
を
告
げ
る
花
と
し

て
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
近
年
は
採

草
や
野
焼
き
の
停
止
で
キ
ス
ミ
レ

に
は
住
み
づ
ら
い
環
境
に
な
り
減

少
し
て
い
ま
す
。
大
陸
系
遺
存
植

物
で
大
分
県
の
絶
滅
危き

惧ぐ

種し
ゅ

で
す
。

　

花
期
は
３
月
か
ら
４
月
で
す
。

阿孫　久見

キスミレ（スミレ科）

 別府アルゲリッチ音楽祭拠点コンサート

タンゴ・ナイト in 竹田
 日時　2006.4.24㈪
　　　18:30開場 /19:00開演
 会場　竹田市文化会館大ホール＜全席自由＞
　　出演　ネストル・マルコーニ（バンドネオン）
　　　　　エドゥアルド・フーベルト（ピアノ）
チケット代　大　人　2,000 円　　中高生　1,000 円
　　　　　　小学生　500 円

主催　別府アルゲリッチ音楽祭拠点コンサート「タン
　　　ゴ・ナイト in 竹田」実行委員会
　※当日は大人のみ 500 円アップします。
　※入場は小学生以上の方に限ります。託児所ご利用
　　の方は、事前にご連絡してください。
●チケットお求め先
　竹田市文化会館・くじゅうサンホール
●お問い合せ　竹田市文化会館　☎ 63-2734

◇
我
が
家
の
近
く
に
も
う
ぐ
い
す

が
住
ん
で
い
る
よ
う
で
、
朝
早
く

「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
鳴
く
声
が
聞

こ
え
る
と
、
な
ん
と
な
く
得
を
し
た

気
分
に
な
れ
ま
す
。「
う
ぐ
い
す
の

　

さ
え
ず
る
声
に　

目
が
さ
め
て
」

と
い
け
ば
ま
た
風
流
で
し
ょ
う
が
、

実
際
は
枕
元
の
目
覚
ま
し
に
起
こ

さ
れ
る
日
々
で
す
。
◇
鳥
と
い
え

ば
、
大
分
国
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
め

じ
ろ
ん
」
が
最
近
の
お
気
に
入
り

で
す
。
竹
田
市
に
は
、
先
月
５
日

に
行
わ
れ
た
ひ
い
な
あ
そ
び
の
際

に
着
ぐ
る
み
が
国
体
の
Ｐ
Ｒ
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
県
庁
で
販
売
し
て

い
ま
す
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
ぬ
い

ぐ
る
み
も
愛
ら
し
い
で
き
で
、
つ
い

買
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。　
　
（
吉
野
）
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１
階
の
自
然
史
・
考
古
展
示
室
、
２
階
の
歴

史
展
示
室
、
美
術
展
示
室
で
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。
南
画
作
品
等
は
、
保
存
の
た
め
月
１
回

程
度
の
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

２
階
美
術
展
示
室

「
岡
城
真
景
図
屏
風
」
春
の
公
開

　

３
月
24
日
㈮
〜
５
月
11
日
㈭

春
季
所
蔵
書
画
展

「
岡
藩
・
竹
田
の
文
人
画
・
南
画
Ⅰ
」

　

３
月
24
日
㈮
〜
５
月
11
日
㈭

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
工
藤
敬
一
写
真
展
『
生
き
る
』」

　

４
月
５
日
㈬
〜
４
月
16
日
㈰

　

竹
田
に
生
き
る
人
々
の
日
常
の
生
活
を
モ
ノ

ク
ロ
を
中
心
に
表
現
し
た
写
真
展
で
す
。

「
玉
子
人
形
展
」

　

４
月
19
日
㈬
〜
30
日
㈰

　

竹
田
高
校
二
八
会
が
制
作
し
た
か
わ
い
い
玉

子
人
形
が
大
名
行
列
や
曲
水
の
宴
を
演
じ
ま
す
。

「
竹
田
市
美
術
協
会
写
真
会
員
展
」

　

５
月
１
日
㈪
午
後
〜
14
日
㈰

※
４
月
４
、
18
日
は
展
示
替
え
の
た
め
休
館
し

　

ま
す
。

　

歴
史
資
料
館
と
水
琴
館
の
通
常
の
休
館
日
は

　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

　

と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

日
時　

４
月
29
日
㈯　

10
時
〜
13
時

会
場　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

内
容　

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
、
影
絵
、
人
形
劇
、

　

絵
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
く
ろ
あ
ん
、
似
顔
絵

　

コ
ー
ナ
ー
、
こ
ど
も
縁
日
、
ふ
わ
ふ
わ
風
船

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
落
書
き
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食
コ

　

ー
ナ
ー
、
さ
と
う
よ
し
み
の
作
品
展
示
他 

主
催

　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
実
行
委
員
会

後
援　

竹
田
市
教
育
委
員
会
、
久
住
公
民
館
く

　

じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
、
大
分
合
同
新
聞

 

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭

 

映
画
上
映
会
「
シ
ム
ソ
ン
ズ
」

日
時　

４
月
29
日
㈯　

17 
時
〜
20
時

　
　
　

開
演　

18
時
〜

会
場　

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル

入
場
料

　

前
売
り　

大
人
１
、０
０
０
円

　
（
当
日
１
、２
０
０
円
） 

　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円（
当
日
７
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
、
佐

　

藤
義
美
記
念
館
、
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル 

内
容　
「
一
緒
に
世
界
を
目
指
す
の
よ
！
」　

女

　

子
高
生
４
人
が
カ
ー
リ
ン
グ
と
出
会
い
、
夢

　

を
見
つ
け
た
…　

ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
五

　

輪
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
日
本
代
表
「
シ
ム
ソ
ン

　

ズ
」
が
モ
デ
ル
の
青
春
ス
ト
ー
リ
ー
。
ト
リ

　

ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感
動
が
よ
み
が
え
る
！

　

大
分
初
上
映
で
す
！

●
お
問
い
合
せ　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭

　

実
行
委
員
会
（
竹
田
市
中
央
公
民
館
）

 　

☎
63‒

１
０
４
４

 

竹
田
高
等
学
校
器
楽
部

 

第　

回
定
期
演
奏
会

日
時　

５
月
５
日
㈮　

17
時
〜

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
高
校
器
楽
部

　

☎
63‒
３
４
０
１
（
引
田
）

37

第18回さとうよしみ竹田童謡祭



たけたん情報 平成18年4月号 ❷

  

行　

政

荻
み
ら
い
館
の
開
館
日
及
び

開
閉
館
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
、
荻
み
ら
い
館
の
開
館
日
及

び
開
閉
館
時
間
を
下
記
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

【
変
更
前
】

開
館
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

※
下
記
③
休
館
日
の
う
ち
⑵
〜
⑶
を
除
く
。

開
閉
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休
館
日

⑴
土
曜
日
並
び
に
日
曜
日

⑵
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23
年
法

　

律
第
１
７
８
号
）
に
規
定
す
る
休
日

⑶
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
の
日
（
前
号

　

に
掲
げ
る
日
を
除
く
）

【
変
更
後
】

開
館
日　

火
曜
日
〜
金
曜
日
及
び
日
曜
日

※
下
記
③
休
館
日
の
う
ち
⑵
〜
⑶
を
除
く
。

開
閉
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休
館
日

⑴
土
曜
日
及
び
月
曜
日

⑵
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23
年
法

　

律
第
１
７
８
号
）
に
規
定
す
る
休
日

⑶
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
の
日
（
前
号

　

に
掲
げ
る
日
を
除
く
）

●
お
問
い
合
せ　

荻
教
育
課

　

☎
68
─２
０
２
５

み
ん
な
で
開
く
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

〜
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
共
催
団
体

募
集
に
つ
い
て
〜

　

内
閣
府
で
は
、
大
臣
、
副
大
臣
等
が
皆
さ
ん

の
街
を
訪
れ
、皆
さ
ん
か
ら
直
接
意
見
を
聞
き
、

ま
た
、直
接
語
り
か
け
る
こ
と
で
、内
閣
の
様
々

な
政
策
に
対
す
る
国
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深

め
、
政
策
形
成
に
参
加
す
る
機
運
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
を
目
的
に
、「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
全
国
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
14
年
以
降
は
、
各
地
で
活
動
さ

れ
て
い
る
各
種
団
体
（
ま
ち
お
こ
し
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
地
域
の
商
工
会
、
青
年
会
議
所
、
高
校
・

大
学
の
サ
ー
ク
ル
、
学
園
祭
実
行
組
織
、
自
治

体
等
）
か
ら
企
画
案
を
募
集
し
、こ
れ
を
基
に
、

提
案
団
体
と
政
府
が
共
催
す
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催
の

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
か
つ
、
や
る
気
と

熱
意
の
あ
る
団
体
を
対
象
と
し
て
、
共
催
団
体

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

応
募
書
類
（
内
容
）

⑴
企
画
・
団
体
の
概
要

・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
名
称
及
び
概
要

　
（
４
０
０
字
以
内
）

※
名
称
に
は
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
い

　

う
言
葉
を
盛
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
団
体
の
名
称
及
び
法
人
格
の
有
無

・
団
体
の
住
所

・
団
体
の
連
絡
先
電
話
番
号
及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

※
常
に
連
絡
の
取
れ
る
固
定
式
電
話
番
号
を
記

　

載
し
て
く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル
が
あ
る
場

　

合
は
、
ア
ド
レ
ス
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
最
近
の
団
体
の
事
業
・
活
動
内
容
が
分
か
る

　

も
の

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
場
合
は
、

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
代
表
者
の
氏
名 

・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
担
当
組
織

　
（
部
局
名
、
各
担
当
者
の
氏
名
）

・
外
部
協
力
者
が
あ
る
場
合
は
そ
の
名
称

⑵
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
企
画
書

　

以
下
の
事
項
を
始
め
と
す
る
具
体
的
な
企
画

内
容
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
名
称

・
開
催
趣
旨
、
対
話
の
テ
ー
マ

・
開
催
時
期
、
開
催
場
所

・
参
加
者
の
募
集
人
数

※
想
定
さ
れ
る
内
訳
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に

　

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
対
話
の
進
行
方
法
、
進
行
シ
ナ
リ
オ
の
概
要

・
特
別
な
企
画
等
が
あ
れ
ば
そ
の
内
容

・
開
催
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
予
算
及
び
従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
数

※
予
算
に
つ
い
て
は
、
団
体
で
負
担
可
能
分
を

　

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

開
催
に
伴
う
作
業
に
当
た
っ
て
の
政
府
と
の

　

役
割
分
担

※
会
場
確
保
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
当
日

　

受
付
、
会
場
整
理
、
片
付
け
等
、
団
体
で
負

　

担
可
能
な
作
業
等
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他
重
要
な
事
項

応
募
に
当
た
っ
て
の
注
意

⑴
対
話
の
テ
ー
マ
は
、
特
定
の
専
門
的
・
個
別

　

的
事
項
に
偏
っ
た
も
の
や
、
単
に
団
体
の
Ｐ

　

Ｒ
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
幅
広
く
国
民
の

　

関
心
を
呼
ぶ
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
対
話
の
進
行
方
法
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
多

　

く
の
参
加
者
に
発
言
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る

　

も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
開
催
に
伴
う
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る

　

限
り
積
極
的
な
参
画
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

応
募
先
及
び
方
法

　

郵
送
で
以
下
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

〒
１
０
０‒

８
９
１
４　

東
京
都
千
代
田
区

　

永
田
町
１‒

６‒

１　

内
閣
府
大
臣
官
房
タ
ウ

　

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
担
当
室
「
共
催
団
体
募
集

　

係
」

応
募
期
間

　

随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
開
催
準
備
に
少
な

く
と
も
３
か
月
程
度
要
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
目
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
催
団
体
の
決
定
等 

　

企
画
内
容
、
運
営
能
力
、
開
催
地
域
の
バ
ラ

ン
ス
等
を
勘
案
し
て
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
、

後
日
、
電
子
メ
ー
ル
又
は
電
話
・
郵
送
等
で
ご

連
絡
し
ま
す
。

　

な
お
、
共
催
団
体
と
し
て
決
定
し
た
後
も
、

企
画
内
容
や
運
営
能
力
等
に
不
適
切
な
点
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
決
定
を
取
り
消

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
注
意
事
項

○
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
準
備
に
は
、

　

当
方
が
契
約
す
る
業
者
が
参
画
し
ま
す
。

○
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
は
報
道
各
社

　

に
広
報
し
、
報
道
各
社
が
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

　

ン
グ
の
模
様
等
を
取
材
す
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

○
個
人
情
報
を
他
に
漏
ら
さ
な
い
こ
と
等
、
共

４
月
の
お
し
ら
せ



❸ 平成18年4月発行

　

催
に
当
た
っ
て
当
方
が
必
要
と
認
め
て
行
う

　

指
示
に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
参
加
さ
れ
る
大
臣
、
副
大
臣
、
有
識
者
等
の

　

調
整
は
当
方
で
実
施
し
ま
す
。

○
共
催
団
体
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
政
府
に
よ

　

る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
関
連
の
記
録
や
成

　

果
の
広
報
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

内
閣
府
大
臣
官
房
タ
ウ
ン
ミ

　

ー
テ
ィ
ン
グ
担
当
室
「
共
催
団
体
募
集
係
」

　

☎
03
─３
５
８
１
─１
５
５
６

  

生
活
情
報

電
話
勧
誘
販
売

　
「
○
○
教
育
振
興
セ
ン
タ
ー
」
や
「
○
○
連

合
会
」
等
の
公
的
機
関
の
よ
う
な
名
称
を
用
い

て
、
職
場
等
に
何
度
も
電
話
を
か
け
、「
近
く

国
家
資
格
に
な
る
」「
受
講
す
れ
ば
国
家
試
験

が
免
除
さ
れ
る
」「
過
去
に
資
格
を
取
得
し
て

い
な
い
か
ら
継
続
し
て
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
言
っ
て
勧
誘
し
、
資
格
講
座
の
受
講

や
教
材
な
ど
の
商
品
購
入
の
契
約
を
さ
せ
る
商

法
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

　

契
約
は
口
答
で
も
（
電
話
で
も
）
成
立
し
ま

す
。「
結
構
で
す
」「
え
え
」「
は
い
は
い
」
な

ど
の
あ
い
ま
い
な
返
事
は
せ
ず
、
申
し
込
み
を

急
が
せ
る
言
葉
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ　

商
工
観
光
課

　

☎
63
─４
８
０
７

携
帯
電
話
不
正
利
用
防
止
法

　

悪
質
な
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
は
、
契
約
者

を
特
定
で
き
な
い
携
帯
電
話
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
含
む
）

の
使
用
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
携
帯

電
話
を
排
除
す
る
た
め
、平
成
17
年
４
月
に「
携

帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約
者
等
の
本
人

確
認
等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正
な
利

用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」（
携
帯
電
話
不
正

利
用
防
止
法
）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容

１
、
契
約
や
譲
渡
の
際
に
本
人
確
認
が
義
務
づ

　

け
ら
れ
ま
す
（
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
施

　

行
）。

２
、
警
察
か
ら
携
帯
電
話
が
犯
罪
利
用
さ
れ
て

　

い
る
等
の
通
知
を
受
け
た
場
合
、
携
帯
電
話

　

事
業
者
は
契
約
者
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

３
、
次
の
よ
う
な
行
為
が
禁
止
さ
れ
、
違
反
す

　

る
と
一
定
の
場
合
に
は
罰
則
の
対
象
と
な
り

　

ま
す
。

　

・
契
約
時
に
氏
名
、
住
居
及
び
生
年
月
日
に

　
　

つ
い
て
虚
偽
の
申
告
を
し
て
は
い
け
ま
せ

　
　

ん
（
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）。

　

・
自
己
名
義
の
携
帯
電
話
を
携
帯
電
話
事
業

　
　

者
に
無
断
で
譲
渡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

　

・
他
人
名
義
の
携
帯
電
話
を
譲
渡
し
た
り
、

　
　

譲
り
受
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
（
平
成
18
年

　
　

４
月
１
日
か
ら
施
行
）。

　

・
携
帯
電
話
の
レ
ン
タ
ル
行
を
営
む
者
は
、

　
　

貸
与
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
連
絡
先
を
確

　
　

認
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
（
平
成
17
年

　
　

５
月
５
日
か
ら
施
行
）。

４
、
携
帯
電
話
事
業
者
や
代
理
店
に
は
次
の
よ

　

う
な
義
務
が
あ
り
、
違
反
す
る
と
一
定
の
場

　

合
に
は
罰
則
等
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

・
携
帯
電
話
事
業
者
や
代
理
店
は
、
携
帯
電

　
　

話
の
契
約
時
及
び
譲
渡
時
に
、
本
人
確
認

　
　

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
平
成
18

　
　

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）。

　

・
携
帯
電
話
事
業
者
は
、
本
人
確
認
に
関
す

　
　

る
事
項
に
つ
い
て
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ

　
　

を
契
約
終
了
日
か
ら
３
年
間
保
存
し
な
け

　
　

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
平
成
18
年
４
月
１
日

　
　

か
ら
施
行
）。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
省
電
気
通
信
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
03
─５
２
５
３
─５
９
０
０

　

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/joho_tsusin/

　

s-jyoho.htm
l

  

イ
ベ
ン
ト

第
18
回
大
野
川
源
流
祭
り

日
時　

７
月
17
日
（
月
・
海
の
日
）　

10
時
〜

場
所　

陽
目
の
里
（
荻
）

　

例
年
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
開
催
し
て

い
ま
し
た
大
野
川
源
流
祭
り
を
、
今
年
は
、
高

原
野
菜
が
た
く
さ
ん
！　

思
い
っ
き
り
川
遊
び

も
で
き
る
７
月
に
開
催
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

荻
総
合
支
所
産
業
課

　

☎
68
─２
２
１
５

区分 Ａ B C D AC AW

対 象 者

子 ど も の
グ ル ー プ
文化・ボラ
ン テ ィ ア
グ ル ー プ

老　　人
ク ラ ブ

成 人 の
スポーツ

特 殊 な
スポーツ

子 ど も の
団体指導者

中学生以下のグループ
( 個人練習・個人活動
を含む )

団体活動中 個人練習中
掛　　金 500 円 800 円 1,500 円 9,000 円 1,000 円 1,050 円
死　　亡 2,000 万円 600 万円 2,000 万円 500 万円 1,000 万円 2,100 万円 100 万円
後遺障害 3,000 万円 900 万円 3,000 万円 750 万円 1,500 万円 3,150 万円 150 万円
入　　院 4,000 円 1,800 円 4,000 円 1,800 円 2,500 円 5,000 円 1,000 円
通　　院 1,500 円 1,000 円 1,500 円 1,000 円 1,000 円 2,000 円 500 円

賠償責任
身体賠償 1人 1億円・1事故 5億円 ( 免責 1,000 円 )
財物賠償 500 万円 ( 免責 1,000 円 )

左記保証
に 1事故
500 万円
を加算　

1事故500
万円　　
( 免責　
1,000 円 )

突 然 死 突然死に対し 160 万円の共済見舞金 対象外

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

加
入
資
格　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
奉
仕
活

　

動
を
行
う
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

保
険
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

生
涯
学
習
課　

☎
63
─４
８
１
７

　
　
　
　
　
　
　

竹
田
温
泉
花
水
月
は
、　

　
　
　
　
　
　

４
月
か
ら
市
が
直
接
運
営

　
　
　
　
　
　

を
行
い
ま
す
。
多
く
の
市

　
　
　
　
　
　

民
が
利
用
で
き
る
よ
う
、　

　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
５
０
０
円
だ
っ

　
　
　
　
　
　

た
入
浴
料
を
竹
田
市
民
に

　
　
　
　
　
　
　

限
り
大
人
３
５
０
円
と

　
　
　
　
　
　
　

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

開
館
時
間　

13
時
〜
21
時

定
休
日　

毎
週
木
曜
日

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

　

☎
64
─１
１
２
６

入浴料

 350円
!
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募　

集

第
28
回
大
分
合
同
新
聞
社
旗
争
奪
町
内
対

抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
竹
田
地
区
予
選

大
会
期
間　

５
月
16
日
㈫
〜

大
会
会
場

　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場（
禁
煙
）

申
込
期
限　

４
月
21
日
㈮

参
加
料　

１
チ
ー
ム
８
、０
０
０
円

抽
選
会　

４
月
24
日
㈪　

18
時
30
分
〜

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
集
会
室

そ
の
他

　

各
地
域
予
選
の
優
勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
に
よ

り
、
県
大
会
の
代
表
決
定
戦
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
63‒

４
８
１
７

　

竹
田
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　

☎
62‒

４
０
４
０

新
竹
田
市
新
規
就
農
者
連
絡
協
議
会

　

当
協
議
会
は
、
新
竹
田
市
発
足
に
伴
い
、
旧

直
入
郡
３
町
の
方
々
を
加
え
た
新
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
土
地
で
新
た
に
農
業
を
志
し
て
い

る
者
同
士
、
生
産
技
術
、
販
路
、
地
域
と
の
接

し
方
等
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

　

次
の
①
〜
③
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
人

①
竹
田
市
外
か
ら
の
移
住
者
（
Ｕ
タ
ー
ン
の
方

　

は
除
く
）
で
、
現
在
竹
田
市
在
住
の
人

②
移
住
し
て
概
ね
10
年
以
内
の
人

③
現
在
も
し
く
は
将
来
的
に
農
家
と
し
て
主
に

　

農
業
で
生
計
を
立
て
る
意
志
の
あ
る
人

総
会
日
時　

４
月
14
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
所　

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

☎
65‒

２
８
５
０
（
事
務
局　

久
保
田
）

第
４
回「
地
域
の
岩
石
・
地
層
・
化
石
観
察
会
」

日
時　

４
月
16
日
㈰　

10
時
〜
15
時
30
分

　

９
時
50
分　

竹
田
市
文
化
会
館
小
会
議
室
集

　

合
講
座
内
容　
「
白
水
ダ
ム
・
白
水
の
滝
と
谷
の

　

つ
く
り
」

　

白
水
ダ
ム
、
白
水
の
滝
が
あ
る
大
谷
川
は
、

阿
蘇
火
山
起
源
の
堆
積
物
が
水
流
に
よ
り
浸
食

さ
れ
て
で
き
た
谷
底
を
流
れ
、
農
業
用
水
に
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
谷
の
つ
く
り
を
観
察
し

な
が
ら
水
路
を
開
い
た
先
人
の
苦
労
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

講
師　

大
分
地
質
学
会　

工
藤
幸
久

参
加
費　

大
人　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

無
料

主
催　

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会

そ
の
他　

筆
記
用
具
と
弁
当
・
飲
物
は
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。
歩
き
や
す
い
服
装
で
、
帽
子
、

　

軍
手
、
タ
オ
ル
等
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
創
生
館　

☎
62‒

４
１
０
０

竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

神
角
寺
し
ゃ
く
な
げ
ウ
ォ
ー
ク

日
時　

４
月
23
日
㈰　

※
雨
天
決
行

　

９
時
30
分
〜　

受
付

　

10
時
30
分
〜　

ス
タ
ー
ト
（
７
・
５
㌔
）

集
合
場
所　

鳥
屋
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
軽
作
業
所

　

前
（
豊
後
大
野
市
朝
地
町
鳥
田
）

参
加
費　

一
般
３
０
０
円　

協
会
員
２
０
０
円

申
込
〆
切　

４
月
20
日
㈭　

当
日
受
付
有

そ
の
他　

昼
食
・
水
・
雨
具
・
常
用
薬
等
は
各

　

自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

　

☎
62‒

２
９
８
０
（
昼
間
）

　

☎
62‒

３
０
７
５
（
夜
間
）

　

℻
62‒

３
０
７
５

第
25
回
国
東
半
島
一
周
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン

ツ
ー
ル
・
ド
・
く
に
さ
き

　
「
み
仏
の
里
」
新
緑
の
国
東
半
島
を
走
る
西

日
本
最
大
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー

ル
・
ド
・
く
に
さ
き
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

５
月
３
日
㈬　

９
時
〜

受
付　

２
日
㈭　

14
時
〜
18
時
30
分

会
場　

住
吉
浜
リ
ゾ
ー
ト
パ
ー
ク
内　

岬
グ
ラ

　

ン
ド
（
杵
築
市
大
字
守
江
）

種
目
・
参
加
費

・
１
６
０
㌔
、
１
２
０
㌔　

６
、０
０
０
円

・
60
㌔　
　
　
　
　
　
　
　

５
、０
０
０
円

・
30
㌔　
　
　
　
　
　
　
　

３
、０
０
０
円

※
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
参
加
者
は
６
、５
０
０
円

※
Ｊ
Ｃ
Ａ
会
員
割
引
有
（
30
㌔
除
く
）

※
当
日
参
加
費
は
１
、０
０
０
円
割
増

参
加
資
格　

15
歳
以
上
の
人
（
引
率
者
又
は
保

　

護
者
同
伴
の
場
合
は
年
齢
問
わ
ず
）。
18
歳

　

未
満
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

申
込
〆
切　

４
月
15
日
（
必
着
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
く
に
さ
き
実
行
委
員
会

　

☎
０
９
７
８‒

63‒

１
３
０
０

　

℻
０
９
７
８‒

63‒

３
７
５
０

　

http://w
w
w
11.ocn.ne.jp/kunisaki/

久
留
米
市
合
併
記
念

第
２
回
大
河
筑
後
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　

５
月
14
日
㈰　

※
雨
天
決
行

　

７
時
30
分
〜
９
時　

受
付

　

10
時
〜　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト

会
場　

筑
後
川
河
川
敷
・
遊
歩
道
コ
ー
ス

　
（
福
岡
県
久
留
米
市
京
町
Ｂ
Ｓ
工
場
裏
）

参
加
料　

一
般
３
、０
０
０
円
ほ
か

申
込
〆
切　

４
月
10
日
㈪
必
着

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

大
河
筑
後
川
マ
ラ

ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
４
２‒

38‒

６
１
１
６

　

℻
０
９
４
２‒

34‒

８
９
２
２

  

相　

談

平
成
18
年
度
労
働
行
政
説
明
会

　

豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
昨
年

管
内
で
発
生
し
た
労
働
災
害
が
３
年
ぶ
り
に

１
０
０
件
を
上
回
っ
た
（
死
亡
者
２
名
）
こ
と

等
か
ら
、
事
業
場
に
お
け
る
適
正
な
労
務
管
理

や
安
全
衛
生
管
理
の
実
施
及
び
労
災
保
険
制
度

等
に
つ
い
て
一
層
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
労
働
行
政
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

４
月
14
日
㈮　

14
時
〜
16
時

会
場　

豊
後
大
野
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
」
小
ホ
ー
ル

●
お
問
い
合
せ　

豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

０
１
５
３

交
通
事
故
・
新
規
創
業
等
無
料
相
談
会

日
時　

４
月
30
日
㈰　

10
時
〜
17
時

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
小
会
議
室

内
容　

交
通
事
故
・
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対

　

応
、
新
規
創
業
相
談
及
び
支
援
、
そ
の
他

相
談
担
当　

社
会
保
険
労
務
士
、
行
政
書
士

●
お
問
い
合
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
大
分
法
務
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
℻
０
９
７‒

５
９
６‒

７
２
８
０
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保
健
衛
生

市
民
公
開
講
座

「
骨
と
歯
と
顔
の
健
康
を
考
え
る
」

　

大
分
岡
病
院
で
は
、
日
常
生
活
の
活
動
性
を

著
し
く
悪
化
さ
せ
る
骨
と
歯
と
顔
の
疾
患
と
そ

の
治
療
に
つ
い
て
、
専
門
の
医
師
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

４
月
23
日
㈰　

13
時
〜
16
時

会
場　

iichiko

音
の
泉
ホ
ー
ル
（
大
分
市
）

入
場
料　

無
料

定
員　

７
０
０
人
（
先
着
順
）

講
演
内
容　
「
顔
の
形
と
咬
み
合
わ
せ
」、「
顔

　

と
咬
み
合
わ
せ
の
手
術
」、「
骨
粗
鬆
症
と
歯

　

の
健
康
」、「
最
新
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
義
歯
」

後
援　

大
分
県
医
師
会
・
大
分
県
歯
科
医
師
会

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
岡
病
院
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
０
３‒

５
０
３
３

　

℻
０
９
７‒

５
０
３‒

６
６
０
６

　

Ｅ
メ
ー
ルcall@

oka-hp.com

第
１
回
訪
問
看
護
研
修
ス
テ
ッ
プ
１

　

在
宅
療
養
者
の
訪
問
看
護
に
従
事
す
る
看
護

職
員
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

　

護
師
の
有
資
格
者
で
、
原
則
と
し
て
５
年
以

　

上
の
臨
床
看
護
経
験
者

日
時　

５
月
９
日
㈫
〜
７
月
13
日
㈭

　

週
の
う
ち
３
日
間
で
合
計
30
日
間

　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　

大
分
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市

　

寿
町
２‒

６
）

経
費　

受
講
料
無
料
、
資
料
代
１
０
、０
０
０

　

円
、
交
通
費
は
自
己
負
担

申
込
期
間　

３
月
13
日
㈪
〜
４
月
７
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
３
４‒

８
１
１
８

　

℻
０
９
７‒

５
３
２‒

２
５
５
８

  

教　

育

大
分
県
奨
学
会
奨
学
生
募
集

　

㈶
大
分
県
奨
学
会
で
は
、
平
成
18
年
度
高
等

学
校
等
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

高
等
学
校
等
緊
急
支
援
奨
学
金

対
象　

大
分
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

　

で
、
大
分
県
内
の
高
等
学
校
又
は
高
等
専
門

　

学
校
に
在
学
し
て
い
る
者
で
、
優
秀
な
資
質

　

を
有
し
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

　

な
者
。

募
集
期
間　

４
月
上
旬
〜
５
月
中
旬

貸
与
期
間　

平
成
18
年
４
月
か
ら
在
学
す
る
学

　

校
の
標
準
修
業
期
間
の
終
わ
る
月
ま
で
。

貸
与
月
額

　

国
公
立　

１
８
、０
０
０
円
〜

　

私
立　
　

３
０
、０
０
０
円
〜

高
等
学
校
等
育
英
奨
学
金

対
象　

大
分
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

　

で
、
高
等
学
校
（
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
高

　

等
部
を
含
む
）
又
は
専
修
学
校
高
等
課
程
に

　

在
学
し
て
い
る
者
（
平
成
17
年
４
月
以
降
入

　

学
者
に
限
る
）
で
、
優
秀
な
資
質
を
有
し
、

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
者
。

※
募
集
期
間
・
貸
与
期
間
・
貸
与
月
額
は
、
高

　

等
学
校
等
緊
急
支
援
奨
学
金
と
同
じ
で
す
。

※
詳
し
く
は
各
学
校
の
奨
学
金
担
当
の
先
生
に

　

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
教
育
庁
高
校
教
育
課

　

内　

㈶
大
分
県
奨
学
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
５
６
１
４
・
５
６
２
０
）

  

試　

験

警
察
官
Ａ
採
用
共
同
試
験

受
付
期
間　

４
月
３
日
㈮
〜
21
日
㈮

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
14
日
㈮
ま
で

第
１
次
試
験
日　

５
月
14
日
㈰

試
験
会
場　

大
分
県
立
大
分
商
業
高
校

試
験
区
分　

一
般
Ⅰ
、
一
般
Ⅱ
、
語
学
（
北
京

　

語
）、
武
道
（
柔
道
）、
武
道
（
剣
道
）

採
用
予
定
地　

大
分
県
・
警
視
庁
・
愛
知
県
・

　

大
阪
府
・
兵
庫
県

受
験
資
格　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
男
性
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

　

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
又
は
卒
業

　

見
込
の
人
ほ
か

※
受
験
試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
地
に
よ
り
異

　

な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

公
務
員
課　

〒
８
７
０‒

８
５
０
１　

大
分

　

市
大
手
町
３‒

１‒

１　

大
分
県
庁
舎
７
階

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
５
２
０
０
・
５
２
１
２
）

　

大
分
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

　

〒
８
７
０‒

８
５
０
２　

大
分
市
大
手
町
３

　

‒

１‒

１　

大
分
県
庁
舎
６
階

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０‒

２
０
４‒

１
１
０

大
分
県
警
察
官
Ａ（
女
性
）採
用
試
験

受
付
期
間　

４
月
３
日
㈮
〜
21
日
㈮

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
14
日
㈮
ま
で

第
１
次
試
験
日　

５
月
14
日
㈰

試
験
会
場　

大
分
県
立
大
分
商
業
高
校

試
験
区
分　

一
般
、
語
学
（
英
語
）、
語
学
（
北

　

京
語
）

受
験
資
格　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
女
性

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

公
務
員
課　

〒
８
７
０‒

８
５
０
１　

大
分

　

市
大
手
町
３‒

１‒

１　

大
分
県
庁
舎
７
階

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
５
２
０
０
・
５
２
１
２
）

平
成
18
年
度
法
務
教
官

受
験
資
格　

昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年

　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
、
又
は
昭
和
60
年
４

　

月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
で
平
成
19
年
３
月

　

ま
で
に
大
学
等
を
卒
業
し
た
人
等

試
験
区
分
・
採
用
予
定
数

　

教
官
Ａ
（
男
子
に
限
る
）　

約
90
人

　

教
官
Ｂ
（
女
子
に
限
る
）　

約
25
人

受
付
期
間　

４
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

第
１
次
試
験　

６
月
11
日
㈰　

福
岡
市
ほ
か

●
お
問
い
合
せ
・
資
料
請
求

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

〒
８
１
２‒

０
０
１
３　

福
岡
市
博
多
区
博

　

多
駅
東
２‒

11‒

１

　

☎
０
９
２‒

４
３
１‒

７
７
３
３

●
申
込
先　

法
務
省
矯
正
管
区　

〒
８
１
３‒

　

０
０
３
６　

福
岡
市
東
区
若
宮
５‒

３‒

53

　

☎
０
９
２‒

６
６
１‒

１
２
６
０

  

年　

金

国
民
年
金
保
険
料

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

が
、
月
額
１
３
、８
６
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
る
年
金
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険

料
は
必
ず
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１



たけたん情報 平成18年4月号 ❽

  
労　

働

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は

５
月
22
日
ま
で
に

　

平
成
18
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
は
、
４
月
１
日

か
ら
５
月
22
日
ま
で
で
す
。
労
働
者
を
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
に
は
「
労
働
保
険
概
算
・
確
定

保
険
料
申
告
書
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

７
０
９
５

再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業

　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
で
は
、
再
就
職
を
希
望

す
る
方
を
無
料
で
登
録
し
、
情
報
の
提
供
（
年

６
回
発
行
の
情
報
誌
等
）、「
Re
・
Be
ワ
ー
ク
（
再

就
職
準
備
）
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実
施
、
個
別
相
談

等
の
再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

登
録
の
有
効
期
間
は
４
年
間
で
、
希
望
す
る

場
合
１
回
に
限
り
再
び
４
年
間
の
更
新
が
で
き

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
大
分
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

７
７
５
５

　

℻
０
９
７‒

５
３
８‒

７
７
５
６

  

求　

人

◇
土
木
建
設
技
術
者
１
名
年
齢
不
問
14
〜
30

万
◇
司
書
２
名
年
齢
不
問
11
・
６
万
◇
臨
時

教
員
３
名
22
〜
39
歳
16
・
４
万
◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
１
名
年
齢
不
問
12
・
６
〜
13
・
６
万
◇

正
・
准
看
護
師
１
名
年
齢
不
問
15
〜
20
万
◇
准

看
護
師
３
名
年
齢
不
問
15
・
１
〜
22
・
３
万
◇

看
護
員
１
名
20
〜
40
歳
15
・
55
〜
22
・
56
万
◇

看
護
師
１
名
年
齢
不
問
14
・
32
万
◇
訪
問
看

護
員
１
名
年
齢
不
問
14
・
４
万
◇
受
付
事
務

１
名
18
〜
40
万
12
・
32
万
◇
事
務
１
名
年
齢
不

問
12
・
５
万
◇
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
２
名
18

〜
30
歳
13
・
６
〜
17
・
６
万
◇
厨
房
係
３
名
50

才
以
下
14
〜
20
万
◇
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
２
名
年

齢
不
問
13
・
４
〜
22
万
◇
大
型
ト
ラ
ッ
ク
運
転

手
１
名
25
〜
45
歳
23
〜
30
万
◇
機
械
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
１
名
20
〜
45
歳
13
・
５
〜
22
・
３
万
◇
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
工
２
名
18
〜
35
歳
10
・
73
〜

13
・
34
万
◇
自
動
車
部
品
製
造
３
名
18
〜
50
歳

13
・
４
〜
24
万
◇
瓦
葺
工
２
名
年
齢
不
問
24
〜

28
・
８
万
◇
配
管
工
１
名
20
〜
50
才
15
〜
25
万

◇
清
掃
員
１
名
40
才
以
下
13
・
４
〜
14
・
７
万

◇
土
木
作
業
員
３
名
年
齢
不
問
15
万
◇
配
管
工

１
名
18
〜
40
歳
12
・
５
〜
20
万

　

面
接
で
事
業
所
や
会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
相
談
室
の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ

て
か
ら
、
面
接
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１

　

竹
田
市
公
民
館
で
は
、
平
成
18
年
度
公
民
館

講
座
・
サ
ー
ク
ル
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
〆
切
は
、
４
月
21
日
㈮
で
す
。
定
員
に

な
り
次
第
、
募
集
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
講
座
に
か
か

る
実
費
は
一
部
負
担
と
な
り
ま
す
。
年
齢
、
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

お
申
し
込
み
は
、
講
座
を
お
こ
な
う
会
場
ま

で
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
中
央
公
民
館

　

☎
63‒

１
０
４
４

竹
田
市
公
民
館　

講
座
・
サ
ー
ク
ル
受
講
生
募
集

　

紙
面
の
都
合
上
、
募
集
、
申
込
み
等
の

記
述
に
つ
い
て
省
略
し
て
い
る
お
知
ら
せ

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
お
問
い
合
せ
先
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

竹田市中央公民館　竹田市大字玉来1-11　☎63-1044
講　　座 開　講　日 時　　間 定　員 そ　　の　　他

生花教室 第 2・第 4㈭ 19:00 ～ 21:00 10 名 花代月額 1,700 円程度

茶道教室 第 1・第 3㈫ 19:00 ～ 21:00 10 名 材料費一部負担

料理教室 第 2・第 4㈬ 19:00 ～ 21:00 10 名 材料費一部負担

パッチワーク教室 第 1・第 3㈪ 18:00 ～ 20:00 10 名 材料費一部負担

英会話教室 第 1・第 3㈪ 19:00 ～ 21:00 10 名 教材費一部負担

社交ダンス教室 第 2・第 4㈪ 19:00 ～ 21:00 20 名 持っていればシューズ持参

ハーモニカ教室 第 2・第 4㈫ 14:00 ～ 16:00 10 名
テキスト代 1,200 円程度
ハーモニカ持参OK
なければお世話します。

手話サークル 第 1・第 3㈬ 19:00 ～ 21:00 30 名 少額会費あり

バドミントン 毎週火曜日 20:00 ～ 22:00 30 名 少額会費あり

ミニバレー 毎週水曜日 20:00 ～ 22:00 30 名 少額会費あり

ソフトバレー 毎週土曜日 20:00 ～ 22:00 30 名 少額会費あり

荻中央公民館　竹田市荻町馬場367　☎68-2025
講　　座 開　講　日 時　　間 定　員 そ　　の　　他

俳句教室 第 1・第 3㈯ 13:30 ～ 15:30 10 名



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

1 ㈯ ・平成 18年度労働保険（労災保険と雇用保険）年度更新手続期間（5月 22日まで）　・未成年者飲酒防止強調月間
・保育所入園式（久住）

2 ㈰ ・岡城桜まつり　・大名行列 11:00 ～ 13:00（竹田温泉「花水月」～岡城跡）、13:30 ～ 15:30（岡城跡～竹田商工会議所）　・大分県警音楽隊パレード 10:50（竹田温泉「花水月」～広瀬神社）、演奏会 13:00 ～（岡
城西の丸）　・「和の饗宴」13:30 ～ 16:00（岡城西の丸）　・竹田市歩こう会「桜祭り～岡城」9:30JR 豊後竹田駅前集合　・第 123 回入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分市コンパルホール）

3 ㈪ ・荻の里温泉休業日

4 ㈫ ・保育所入園式（竹田・柏原・荻・白丹・都野）

5 ㈬
6㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

・春の全国交通安全運動（10日まで）

7 ㈮ ・世界保健デー

8 ㈯
9㈰
10㈪ ・小・中学校始業式　・南部小学校体育館・校庭落成式 10:30 ～ 11:30

・荻の里温泉休業日　・第 2回筑後川マラソン大会参加申込〆切（久留米市）

11㈫ ・中学校入学式

12㈬ ・小学校入学式

13㈭ ・幼稚園入園式
・竹田温泉「花水月」休館日

14㈮ ・新竹田市新規就農者連絡協議会総会 10:00 ～ 12:00（市役所本庁舎 2階会議室）　・平成 18年度労働行政説明会 14:00 ～ 16:00（豊後大野市総合文
化センター「エイトピアおおの」小ホール）　・第 8回別府アルゲリッチ音楽祭（23日まで/ビーコンプラザ〔別府市〕、iichiko 総合文化センター〔大分市〕）

15㈯ ・「ツール・ド・くにさき」参加〆切

竹田市のこよみ4月
2006年



16㈰ ・竹田市消防団直入方面隊消防操法大会 13:30 ～（直入中央公民館駐車場）
・家庭の日

17㈪ ・第 27回「大分県少年の船」団員募集（5月 12日まで）　・科学技術週間（23日まで）
・荻の里温泉休業日　・平成 18年度第 1回危険物取扱者試験願書受付（26日まで）

18㈫ ・竹田市歩こう会「緒方町のチューリップ」9:30 豊後竹田駅前集合　・献血 10:00 ～ 15:30（総合社会福祉センター前）
・県病健康教室「頭のケガについて」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂）　・発明の日

19㈬ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所）
・長湯温泉療養文化館御前湯休館日

20㈭ ・郵政記念日　・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）
・竹田温泉「花水月」休館日　・ぼたん祭り（英雄寺）

21㈮ ・第 28回大分合同新聞社旗争奪町内対抗ソフトボール大会竹田地区予選参加〆切
・青少年の日

22㈯ ・竹田市消防団久住方面隊消防操法大会 13:00 ～（久住総合支所前　※雨天時：久住町農協総合野菜集出荷場）

23㈰ ・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「春の芽吹きとアケボノツツジ」8:00 竹田市文化会館集合　・市民公開講座「骨と歯と顔の健康を考える」13:00 ～ 16:00（iichiko
音の泉ホール〔大分市〕）　・子ども読書の日　・みどりの週間（29日まで）　・竹田ウォーキング協会「神角寺しゃくなげウォーク」9:30 鳥屋地区老人クラブ軽作業所前集合

24㈪ ・別府アルゲリッチ音楽祭拠点コンサート「タンゴ・ナイト in 竹田」18:30 開場 19:00 開演（竹田市文化会館大ホール）
・荻の里温泉休業日

25㈫ ・竹田市青少年健全育成市民会議設立総会（予定）15:00 ～ 17:00（市役所本庁舎 3階会議室）

26㈬ ・ゆたて　神事 12:00 ～（荻神社）

27㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

28㈮ ・えびね展（30日まで／玉来分館）

29㈯ ・みどりの日　・第 18 回さとうよしみ竹田童謡祭 10:00 ～ 13:00（竹田温泉「花水月」）　・さとうよしみ竹田童謡祭映画上映会「シムソンズ」
17:00 ～ 20:00（くじゅうサンホール）　・B&G直入カップバレーボール大会 7:30 ～ 16:00（B&G体育センター）

30㈰ ・交通事故・新規創業等無料相談会 10:00 ～ 17:00（竹田市文化会館小会議室）

特記事項
・その他

・緑の募金（5月 31日まで）　・ツール・ド・国東（5月 3日）
・竹田高等学校器楽部第 37回定期演奏会（5月 5日 17:00 ～（予定）／竹田市文化会館大ホール）

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100




